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巻首図版 1 第103次調査

外郭線角材列と櫓状建物(西から)



巻首図版2 第103次調査

1 D期角材列(北から)

2 外郭線角材列と溝(東から)



巻首図版 3 第105次調査

S 1 1167竪穴住居跡と土坑群(南から)

2 SB1127掘立柱建物跡(南から)



巻首図版4 第105次調査

S 1 1148・1149とSB 1178等建物跡

2 調査地の全景 (東から)



国指定史跡払出禰跡は、管理団体である仙北町による環境整備も順

調に進捗し、見学者も年々増加していることは喜びに堪えないところ

であります。

平成 7年度の調査は、第 5次 5年計画の 2年次にあたり、外郭北部

低地の調査をはじめとする 4地区の調査を実施しました。

第103次調査は、昨年から継続する外郭線角材列と櫓状建物の有無

を確認する調査で、新たに櫓状建物を検出しました。さらにも従来全

くその存在が知られていなかった大溝が発晃され、外郭線と外楠との

違いが一段と明らかになりまし

第105次調査は、政庁東方にある王子工豆地の利用状況の解明を弓的と

する謂査で、 4年自になりました。これまで3，300m::を発掘し、

住居跡や掘立柱建物跡、板塀など多くの遺構が検出され、この地域の

8持期にわたる変遷が明らかとなりました。

本書は以上のような成果を収録したもので、古代域栂官話遺跡の研a

究上、資するところが大きいと考え、ご活用いただければ幸いと存じ

ます。

最後に、調査ならびに本書作成にあたって御指導穆御助言を賜りま

した、二文化庁、奈良国立文化財研究所、国立産史民俗博物館、宮城県

多賀城跡調査研究所、秋田市教育委員会秋田城跡調査事務所に心から

感謝申し上げるとともに、史跡管理団体仙北町、同教青委員会、千畑

町教育委員会、ならびに土地所有者各位の御協力に対し、心から淳く

御礼申し上げます。
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本書は秋田県教育庁払田禰跡調査事務所が、平成 7 した第103次~106次調査

の概要報告である。

2 調査に当たり、調査研究の顧問である秋田大学新野鹿古学長、国立歴史民俗博物館情報

資料研究部長岡田茂弘教授から御指導いただいた。

3 角材の樹種の鑑定は、奈良国立文化財研究所理蔵文化財センタ…研究指導部、光谷拓実

主任研究官に依頼した。

4 河川跡の電気探査は、秋田大学鉱山学部応用地球科学教室、西谷忠部助教授に依頼し、

"\j;こ?と~ ¥ j;こq

5 「ぐは、小山正忠 e 『新版標準土色枯1989年版』

した。

6 実測閣は国土調査法第X座標系を基準に作成した。実測図及び地形図中の方位は鹿標北

を示し、磁北はこれより N7 030' OO"¥Vである。詳細は『払田柵跡調査事務所年報1977Jl

を参照されたい。

1 遺構には下記の略記号を使用した。

SA 角材列@柱列、 S I 竪穴住居跡、 SB 掘立柱建物跡、 SD 溝 φ 板塀

SK 土坑、 SL 河川跡、 sx その訟の遺構

2 掘立柱建物跡の模式図には下記の記号を用いた。
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l童はじめに

払由補助:は秋田県他北郡仙北町払出号 にある。 一
一
/
王
、

大曲市の東方約 6km、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥岩からなる真山、

長森の丘援を中心として、北側を川口JII"矢島JI1 (烏)11)、南側を丸子)I1 (鞠子)11) によって

挟まれた低地に立地する。

1902 s 3 (明治35o 36)年の千屋村坂本理一部による溝渠開削の際や、 1906(明治39)

から開始された高梨村耕地整理事業の擦に発見された埋もれ木が、地元の後藤宙外@藤井東ー

らの努力によって歴史的遺産と理解され、遺跡解明の糸口が開かれた。 1930(昭和 5)年 3月、

後藤宙外が調査を実施し、さらに向年10丹、文部省嘱託上回三平によっ

遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づき、日31(昭和 6)年 3月初日

初の国指定史跡となり、 1988(昭和63)年 6月初日付けで史跡の追加指定がなされて現在に至

っている。史跡指定面積は894，600nfである。

1970年代になって、指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委員会は地元

仙北町と協議の上、この重要遺跡を保護するための基礎調査を実施して、遺跡の実態を把握す

ることを目的に、 1974(昭和49)年、現地に「秋田県払田柵跡調査事務所」を設置し、本格的

な発掘調査を開始した。さいわい、地元管理団体仙北町および地域の人々の深い理解により、

史跡指定地内は開発計画から除外された。事務所は1986(昭和61)年 4月、「秋田

出柵跡調査事務所Jと改称した。現在は「払田櫛跡調査要項Jの第 5次 5

画的に発掘調査を実施している。

史跡は長森 6 真山を溜む外禰と、 らなる。外摘は東西1，370阪、

mの長楕円形で、延長3，6001弘、外捕によって密まれる遺跡の総面積は約875，∞Onfである。外

楠は 1時期の造営で角材列が一列に並び、東西南北に八脚門が関心外郭は東西765m"南北

320mの長構内形でE奇襲約163，0001よ外郭畿の延長は約1， 760 mで石塁、

南の山麓)と角材列が連なり、東西南北に八関門が開く。外郭北門は 2

岳西 e

?うは 4時期にわた られる。なお外補号 と呼称

してし、たが、これまでの調査成果を踏まえ、 1995(平成 7)年から呼び、替えたものである。

長森丘陵中央部には政庁がある。政庁は板塀で区画され、正殿吾東脇殿@

れている。これらの致庁の建物には I~V期の変遷があり、

末は11世紀初頭である。政庁の調査成果は報告書 r払田楠跡 I一政庁跡 Jl (昭和60年 3月)

として公刊した。

は、 フ|て簡 e 中等
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がある。木簡には 「飽海郡少隊長解申請JI十火大根二石二斗八升JI嘉祥二年正月十 日」など

の文書 ・貢進用木衡がある。墨書土器には 「機悔JI厨JI厨家JI官JI文JI小勝」などの文

字がある。

管理団体仙北町は1979(昭和54)年から保存管理計画による遺構保護整備地区の土地買い上

げ事業を進めており、1982(昭和57)年からは調査成果に基づき環境整備事業を実施している。

さらに1991(平成 3)年からは 「ふるさと歴史の広場」事業により、外柵南門や河川跡の復元

整備、ガイダンス施設の設置などを積極的に実施した。

第 1図遺跡の位置

-2 -



第 2章調査計画と実績

平成 7 「払田有ffr跡調査要項」 く、第 5次 5年計画の 2年次にあたる。さ

いわい事業費については、秋田県の要求額どおりの国庫補助金の内示(総計費1，500万円のう

ち、国庫補助金750万円)を得たので、次のような「平成 7年度払田橋跡調査計画(案)Jを立

した。

第 i表調査計蕗

調査次数 調査地区 調査内容 調査面積 調査期間

第103次
外 郭 北 部 外郭線角材列と

300n:l 4月10日'"'-'5月31日
(仙北町払田字百目木) 櫓状建物の調査

第104次
外 郭 北 部 外郭低地の遺構

300nf 6月 l日'"'-'7月20日
(伯北町払田字百目木，長森) 確認調査

第105次
外 郭 東 部 建物跡@板塀等

500n:l 7月21日'"'-'10月初日
(仙北町払田字長森) の調査

外柵東@南部 電気探査による
第106次 (仙北町払田字大谷地，

河川跡の調査
48，000n:l 10月21日'"'-'10月31日

千畑町本堂域回字森崎)

計 4 地 区
電探48，000n:l
発掘し 100n:l

平成6年度から平成10年度までの調査は、「払回柵跡発掘調査第 5次 5年計画Jとして立案

され、顧問の指導と助言を得て承認されたものである。

第103次調査は、外郭線角材列の検出と櫓状建物の有無の確認を目的としたもので、昨年の

第99次調査に継続する調査である。

第104次調査は、昨年の第98次調査の成果を踏まえた、外郭低地における遺構の分布調査の

一環で、木簡をはじめとする木製品が出土したホイド清水北側の低地を対象とした。

第105次調査は、政庁の東方にある平坦地の利用状況の解明を目的としたもので、平成 3年

度の第90次調査、 5年度の第95次調査、 6年度の第100次調査の継続である。

第106次調査は、「ふるさと慶史の広場」事業に伴って検出された河川跡の範閣を電気探査に

よって探ることを目的としたもので、昨年の第101次調査の継続である。

平成 7年度の調査の実績は第 2表のとおりである。

3 
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区

第105次 800nf I 7 月 12 日 ~10月 19 日

第106次 134，000nf I 10月23B ~ll月 9 日

第103次調査では、角材列に伴う櫓状建物は、 D期建物のみが、昨年の調査で検出された建

物から106m離れた位置に検出された。角材列の北には、これまで全くその存在が知られてい

なかった大溝を初めて確認し、東西方向に長さ116.5mにわたって検出した。これにより、外

柵と外郭線との違いが一段と明確になった。角材列の残存状況は悪く、年輪年代測定に適した

材もなく測定は行わなかった。

第104次調査では、従来ホイド清水に関わる遺構の存在が予想されて来たが、清水からの流

れがあるほかは遺構が全く見られず、ホイド清水に関連する何らかの遺構は、低地には全く存

しないことが判明した。

第105次調査では、竪穴住賠跡、擁立柱建物跡、板堺、土坑等が検出された。 4次にわたる

継続調査でこの地域の利用の仕方の変遷に見通しが得られたことから、この地域の調査は終了

することとした。遺物では「官小勝」と書かれた墨書土器が一竪穴住居跡から 3点出土した。

第106次調査では、河川跡の電気探査を東方に広げるとともに、昨年垂直探査を行わなかっ

た範囲でも再度実施した。河川の流れは大きく二つあり、政庁跡の南側で合流して一つになっ

ていることが新たに明らかとなった。

4 -
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第 3章 査調次つペ
V

ハリ

第 1節 調 査 経 過

5次 5年計闘の基本的計画の中には、外郭線北部の区画施設の調査を組み入れ、昨年の第

99次調査からその調査を開始した。その結果、第99次調査では、外郭線と外相『が創建時に向時

られたことが判明し、外郭線角材列と櫓状建物に 4時期があって外郭線全体が 4期にわた

って造営されていることがほぼ明らかとなった。また、櫓状建物の配置は外郭線上に約90m間

隔と推定された。

そこで今年は、昨年の調査区の西側に連続する地域に調査区を求め、まだ未確定の 2期め、

4期めの角材の年輪年代測定も含めて、主として櫓状建物の配置状況を明らかにすることを百

的に調査を行ったのである。

調査は 4月17日から開始し、この日テント設営、機材の搬入を行い、東から西に向かつて表

土剥ぎと遺構確認作業を続けた。 28日に調査区の西方で櫓状建物を検出、 5月9日、その付近

での角材列と火山灰との層位的関係及び角材列と櫓状建物の位置関係から、櫓状建物の時期は

D期かと判断された。 10呂、大正大学名誉教授斎藤忠氏来跡。角材列は全体に遺存状態が悪い

が、調査区間端部の櫓状建物付近では良く残っており、 23日、この{立霞の写真撮影を実施した。

3諮 第i

- 6 -
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第 3章第103次調査

翌日から平面実測を開始し、向時に、東に向かつて角材とその抜き取り痕の検出作業を進めた。

6月 5呂、角材列の北側に南北方向のトレンチを 3 して掘り下げたところ、東西に走

る溝を桧出、昨年のSX 1102にも連なるものと考えられた。 9呂、全景写真接影。 日目、講を

東へ追跡するため、昨年度の第99次調査区の角材列の北側にもトレンチを設定、溝は北ヘカー

ブしながら東へ続いていることがわかった。

19日から第104次調査への移動とその表土剥ぎを併行し、全体の実測作業を終えたのは 8月

22日である。

第 2節検出遺構と遺物

(第 3• 4図)

調査地は外郭北東部にある元本田で、標高35.70mほどの平坦地である。土層は、調査区の

東半部では遺構検出面にまで耕作が及んでいて、耕作土を剥がすと角材の頭部が検出される。

西ほど地盤が軟弱で、 60ラインあたりから魚、激に湿地状熊となっている n

調査区西端の土層は、第 l層:黒褐色水田耕作土。第2層:黒褐色シルトに黄褐色土の粒子

が混じる。第 3層:黒褐色シルト、上下にスクモが混じる。第 4層:黒褐色シルトに十和田 a

火山灰を含む。第 5層:黒褐色粘土。第 6層:暗灰黄色粘土で、第 2e 3層が角材亨iJの上を覆

っている。第 5@ 6麗は角材列等を構築する以前に存在した自

材列 1、櫓状建物し溝しその能の遺構 1の計 4遺構である。

る。検出遺構は角

( 1 ) 

喜Al1部 (第 5~7 国，巻首図版 1 • 2，図版 1-_ 3 ) 

昨年度調査地のすぐ西に隣接して、東西54.5mにわたって検出した角材列である。部分的に

は誼緩であるが、 57ライン付近で角材列の方向が少し南へ屈折し、全体的に甫へ湾曲している白

るが、その他では暗渠排水講を構築した時の

抜 ししその痕跡も明瞭に残っていない箇所が多い。ま

り、角材やその抜き取り痕が明確に 4列見られる所はない。

してし「て、 きさは掛定 ものの平均で

.3c皿、短辺21.8cITlで・ある。多くは密接 しているが、日ライン付近や65ライン付

、広
i
仇一 一七一ヘゴ一一一r

u しフ荻さJ二げ~.コ してい令。

年輪年代は確定しているので、測定は行わなかった。

B るものはほとんどなく、わずかに櫓状建物付近に 2 だけであ

13 
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る。 c列ではそれが皆無』である。

A列と D亨IJの間には角材子Ijの方向に沿って角材が横倒している。これは、 C列を構築する際

に角材の基部を布掘り内で固定するため、 B列の角材の多くを抜いて墳にして使用し、 D列を

構築する擦にも同様にC列角材列の多くを利用したためであろう。調査区の西端の土層断面で

はそれがなされなかったせいか、 A~C列の上を厚さ 5 ~ 6 cmの火山灰層が水平に覆っている

られ7こo

D列にはお本の角材があり、一辺の大きさの平均は長辺26.4cm、短辺19.6cmである。昨年の

も一部で見られたが、全体的に C列とほぼ同位置に重複して構築されていると考えら

れる。櫓状建物付近には19本の角材が密接して良好な状態で残っている。布掘り内の埴土に火

山灰を含んでいて、火山灰降下後の構築である。角材の基部を回定するために入れた材が多く

られ、中に長さ1.3m、直径約20cmの広葉樹の丸柱も入っている。

櫓状建物付近のD列に、明らかにスギとは異なる角材があり、奈良国立文化財研究所、光谷

拓実氏から鑑定していただいたところ、キハダが 1点、クリが 4点であった。

B~D列に年輪年代測定に適した材はなく、測定はできなかった。

D列の布掘内から、!底部切り離しが回転糸切りで無調整の土師器杯(第 9図りが出土した。

A 日=35.70mn B 日=:35.70mll

o 1 m 
il L__L___L__j 

7盟 SA1155土塁断話題

( 2 ) 

s塁11科 (第 5 6国事図版 4e 5) 

とも 2間の掘立柱建物である。建物規模は、北側で見ると総長3.7m-..柱間

ら1.9m、1.8mであるが、南側は総長3.4m三東から1.8m、1.6111と短く、全体が

歪んだ形である。西側は総長3.6m、柱間距離は北から1.7館、1.9mである。

柱摺形i品、すこれも楕円形で、北西隅柱の場合、長軸1.35郎、短軸1.16浴、深さは確認留から

90cmで、垂直に掘り込まれている。北側 3本の柱は摺形の南に片寄った位置にある。丸柱で、

直径は約20cmあり、
、
盲守、T

U‘
 

、ている。掘形内にはスギ角材の能、 した広葉

ー は



樹の丸柱などが、埋土ととも

第 3章第一103次調査

れている。地盤が極めて軟弱であることによるものであ

ろう。火山灰層を切って掘り込んでいるので、埋土には火山灰を含んでいる。

西側中央にはD期角材チuと並んで丸柱があるが、東側のそれは水田の暗渠排水溝iこ切られて

いて残存しない。両者とも柱摺形は検出されないが、建物のこの位置に柱がある

99次調査のSB 1096のD期建物の場合と同じである。

火山灰降下後の構築であること、 D期角材列が建物の南北方向を通っていて、この建物がD

期角材列をまたぐ形であることから、この建物はD期の建物である。建物の位置は南側中央の

と、 SB 1096のD期建物の南側中央の柱から、西へ106mの距離がある。

南側中央の柱掘形と、南東隅の柱掘形から土師器杯の小破片が出土した。

調査範囲内にはA~C期の建物は検出されなかったが、建物の柱摺形内や、 D期角材列の布

掘り内に丸柱が入れられていることから、古い時期の建物が付近に存在するものかもしれない。

( 3 ) 

(主) S D 11特 (第 5• 8図，図版 6 • 7) 

角材列の北にあり、東西方向に直線的に延びる溝で、長さ116.5mを検出した。

調査区の西部では角材列との距離が約4.5~ 6 mであるが、溝が直線的であるのに対して角

材列がカ…ブしているため、東ほどしだいに間隔が広くなり、調査区東方の27ラインでの距離

は18~19.5m となる。

確認面での上面幅は3.4~4.0m で、底面は平坦かやや丸みをおび、断面形は逆台形か椀状を

なす。底面幅2.2"..-2.7m 、深さ 0.6~ 1. 0m ほどである。堆積土は全体に粘繋土で、溝の下方に

倒木や枝@葉を多く含み、中位から上位にかけてスクモ震となる。底面より 3û~5Ûcm上位に火

山灰層がある。第99次調査で SXll02その他の遺構としたのは、この講の一部である。

溝は全体に直線的であるが、調査区の東端ではわずかに北にカーブしてし、る。その北は耕作

中の水田であるため調査はできなかったが、溝が角材列や築地土塀に沿う形とはなっていない

ことは明らかである。カーブするあたりは、ちょうどA期角材列と築地土塀との接点に近い位

置である。なお、角材列の内側にもトレンチを設定して調査したが、溝は存在しなかった。

遺物は、溝底から砥石(第 9図 2)が出土したほか、昨年SX 1102内

下から「車」の墨書のある土師器杯(年報1994第13図2)が出土している。

した火山灰の蓋

一人
J
v
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第 3章第103次調査

第 S図 SA11∞、 SDl1特出土遺物

(ヰ) その{患の選議

① S X 1180 (第 5e 6図)

角材列の南側に平行して東西方向に点々と横たわる材木である。調査区の中央部から西端に

かけて、殊に湿地状態の強い調査区西方に多く見られる。

材木はスギで、全体の腐食が激しし形状や加工痕をとどめていない。長いものでは、長さ

3 1段、稿20~30cmで、 3 列になっている箇所もある。角材列との距離はA期角材列から 4---5

mほどである。火山灰層との関係がわかる位置では、明らかに火山灰の下になっている。

2 遺構外出土遺物 (第10図)

( 1 ) 須恵器 第10図3は杯で、灰白色を呈し、幾分膨らみのある体部から、口縁部が外

反する。底部切り離しは回転糸切りである。 10は長頚議の体部で、十和田 a火山灰の上から出

土した。

( 2 ) 土師器 4~9 は杯で、黄援色を呈し、底部切り離しは回転糸切りである。 8 を除

き、火山灰上か火山灰に伴って出士した。

( 3 ) 抵石 11は砥おで、 2面を使用している。

17 



払田端跡調杏事務所:年報1995

9 

に二コ
番号 緩別 器形 出土地層位

3 須恵器 杯 N E53. 2層

4 土腕器 杯 NA66火山灰上

υ 民 二t師器 杯 NB62火山灰上

6 土師器 杯
N N ，srFDCf，g6訂F1~ ~・~火di山ュF4醇三と灰上7 土約器 杯

8 土師器 杯 N C65・角材列上

9 土師~ri 杯 ムトkJ iDiiP6Z1に二手2』F1静l' 

iり !須恵器:親愛 NA6::l火i.LJl!k..L

特 徴

口口クク口口寸ナーヂラf 回松糸切り

口口ククロロづブラァゴ 白紙糸切り

ロ口グク口口づナ4 ナラf モヨz伝糸切り

口口 クク 口口づてづナ3ト一司~一ラアゴ IEヨ立

ロロググ口口ナづァヂ 回転糸切り

I戸ケ手

口口クク口ロナづーナラゴ 白 E阪糸切り

口口ク7 日口づj-→ vヲrゴー』痘]l伝♂奈良!円

外i百:口ケロナヂ内面ロクロナヂ

第10密

1Q ム、J

。 10cm 

(ロcm筏) 底(cm径) 器(cm高) 指底径数 指高径数 外度傾 図版

12.6 4.4 3.7 0.4 29.4 36" 

13.0 4.2 4.2 0.3 32.0 40" 19-3 

11. 8 5.4 5.6 0.5 47.0 27" 19-4 

12.8 5.0 4.7 0.4 36.0 31" 19-;) 

12.2 4.6 5.1 0.4 41. 8 29" 

5.4 

'リ5ご白 “ つ



第 3章第103次調査

第 3節 結

角材ヲ1]について

昨年度の第99次調査区同様に 4チIJの角材子IJのうち、 A期角材列が比較的良好に残っている。

全体iこ暗渠排水溝や近年の技き取りによる破壊が激しいが、調査区西端部の櫓状建物付近では

良好な状態である。その西端部で して残る角材はA期とD期で、 B..C期の角材はほと

んどが一旦抜き上げられて横になっている。これは角材の基部を間定するために吉い時期の角

材を抜き上げて利用したものと考えられ、このことは、第 9次調査における角材列のあり方と

の大きな相違である。

第9次調査の調査地点は外郭北東部の築地士塀のすぐ西に連続し、丘陵と低湿地との境目に

あたる、比較的地盤の安定した土地であり、今回調査区の、殊に60ライン以西のような極めて

軟弱な地盤とは異なっていて、あえて古い時期の角材を利用する必要もなかったので、あろう。

払田橋跡における築地土塀と角材列は、地盤の相違に基づく区画施設の素材と工法の違いに

よるものであったが、角材列の中でも地盤に応じ，た対処の仕方の違いを見ることができる。

2 橡状建物につい

外郭東門の西にある築地土塀の東端部にある櫓状建物 (SB 79 .. 80)から、昨年検出した櫓

状建物 (SBI096)の距離は約90mであったので、外郭線における櫓状建物の間隔を約90mと
(註 1i 

推定していたが、今回の調査ではD期建物だけでも106mの距離があることが判明

付近にA---C期の建物が存在するとすればそれ以上の距離となり、必ずしも外郭線上に等間

隔で規則的に配置されていたものではなさそうである。また、 A~C期建物は存在せずD期建

物のみであるならば、時期によって配置が異なることも考えられる。

3 ).蕎について

角材列の北に溝が存在することが初めて明らかとなった。構築時期は、溝内に火山灰が堆積

することから、少なくともC期角材列以前である。

しかし、長森の地形に沿ってカーブする築地土塀や角材列からなる外郭線に対し、直線で作

られていて、それらとの距離は一定せず、郡山遺跡、胆沢城、徳丹域などの外郭線に伴う大溝

のあり方とは大きく異なる。

また、長森丘陵の南側では、これまでの調査による限り検出されていない。東部が少し北に

カーブすることか 、払田$の北東を流れる河川から水を引き込んでいるものであ

ろうか。外郭北門の前面ではどのようになっているのか、後述する第104次調査で検出された

ホイド清水からの流れとどう関わるのかなど、今後角材列と共により西方の調査が必要である。

払田柵の外郭線、にはこのように溝が伴うことが判明し、外捕との栢違点の一つが増えたこと

- iq 
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になる。築地土塀、角材列、櫓状建物との位置関係は第11図のようになる。

4 S Xl1却について

角材列の内側に横たわる材木については、後藤窃外らによっ られてし

る には次の記述がある。「楠木と山麓との間

の水田 く深田 られて居る、此の方法は又真山の

南方字館前に於ても認められ、此の付近の湿地利用法のーであったであらうと思はれる。J

この館前の敷木は、写真図版では幾分丸みのある材木が 4

がわれ、遺構は現在も外者ll}南西部の内側に残ってし、る。

えられている様子がうか

今回、外郭線角材列の内側に平行して検出された材木遺構の性格は定かではないが、以上の

記述などから推定すると、湿地状態の角材列の内部を歩行しやすくするためのものであろうか。

註 1 払田有lli跡の外郭線は曲線であるため、櫓状建物問の距離は測定方法によって多少異なり、この場

合は調査東西基準線上にお付る東西方向の距離である。また、 4期あるので遺構の時期をD期に限

定した上で、基準線に拘わらず、高低差を無視して遺構間の直接の距離を求めると、それぞれ92.5

m、106mとなる。

註 2 後藤宙外「払回柵祉は河辺府の遺蹟JIF秋田考古会々誌』 第 2巻第 4号 1930 (昭和 5)年

註 3 文部省『史蹟精査報告第三排E柵陸上 e域輪櫛見U 1938 (昭和13)年

i臨 築地土堺、

-20 



第 4章 第104次調査

第 l節 調 査 経 過

第 5次 5年計画の一つに、外郭低地における建物などのあり方を探る調査を採り入れ、昨年

度の第98次調査においてトレンチ13カ所を設定して予備的調査を実施した。

その結果、外郭抵地は一部を除き広範囲にわたって地盤の軟弱な湿地であることが知られた。

しかし、ホイド清水は古代から使用されている清水で、古くから木簡が採集されてきたほか、

第49次調査においても井戸枠が検出され、木簡や木製品が出土した重要地点である。その北に

位置する低地にも、ホイド清水に関連する何らかの施設の存在や、木簡等の遺物の出土が予想

されたので、あえてこの位置の面的な調査を実施したのである。

調査は 6月19日に開始し、第103次調査区からのテントの移動、機材の運擁等を行って翌日

から表土剥ぎを開始した。 26目、東西方向に 2本のトレンチを設定し、土層の観察をしながら

掘り下げる。 28日、ホイド清水からの流れを SL 1146とする。他に遺構はなく、遺物もホイド

清水に近いところから縄文、古代のものが少量出土するのみである。

7月4目、 SL 1146を底部まで掘り下げる。 7日、平面、断面の実測を終え、調査を終了し

た。

第12額 第104次調査{立寵菌
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第 2節遺構と遺物

選議と遺物 (第12• 13図，図版 8) 

調査地はホイド清水北側にある標高35.3mの元水面である。基本土層は、第 1層:黒褐色耕

作土。第 2層:十和田 a火山灰と黒色シjレト。第 3層:黒掲色シルトにスクモが混じる。第 4

層:黒褐色粘土にスクそが混じる。第 5層:灰色粘土である。河]1!跡 1を検出した。

( 1 )河)11跡

① S l1146 

ホイド清水から北へ向かつて流れ出る河川跡で、長さ17mを検出した。幅2.8~3. 6m、深さ

30~50cmあり、堆積土の上層は細かな植物が多く混じるスクモ)曹となっていて、下層にも黒褐

尚道A ず瞬ーザ:1略兵'←

。 5 cm 

Cコ
第15~ S ll1特出土遺物

d
斗
-Aっ“

。 lOcm 



第4章第104次調査

色粘土の中に倒木や根が多く入っている。最下部には細かな砂利が堆積する。

調査区南部の上層から回転糸切り痕のある土師器杯の小破片が出ごとしたが、下層からは古代

の遺物はなく、縄文前期と考えられる土器(第15留 1c 2)や、両面に凹みのある回石(3 ) 

が出土した。

調査区南側のホイド清水に近い丘陵裾は、東西約10m、南北 4mの範囲で黒色の落ち込みと

なっていて、中に丘陵岩盤を形成する頁岩の角礁が多く見られるが、人為的なものではない。

遺物は調査区南側に多しこれらとともに丘陵地から転落したもののように見られる。立木の

援も丘陵側に多い。

S L 1146には、人為的な形跡は見られず、ホイド清水からの湧水が自然にゆるやかに流れ出

たものである。

この他の平坦面はスクモ混じりの軟弱な粘土)替の地盤で、倒木や根が残っている。殊に北東

部の調査区は耕作土を剥がすと火山灰が薄く全体に堆積し、その下は30~40Clllの厚さのスクモ

層となっている。

2 遺構外出土遺物

( 1 ) 窺葱器 第16図4------7は杯で灰色ないし灰白色を皇する。底部切り離しは 4.. 7が

回転糸切り、 5.. 6が回転ヘラ切りによる。再調整は見られない。 7の底部には「弓j と思わ

れる墨書がある。他に破片資料であるが、壷の口頚部、護の体部が出土した。

( 2 ) 土師器 8は黄燈色の杯で、底部切り離しは回転糸切りによる。

( 3 ) 木製品 9 ------12は箸、 13はヘラ状の木器の一部と思われる。 14は断簡を円形に加工

した棒状の製品である。下部10cmほどが擦り減っていて、柄杓などの柄かと推定される。

( 4 ) 縄文土器第17図15は深鉢の頚部で、押圧のある突帯の上位に横位の撚紐庄痕、下

位に多軸絡条体を縦位に回転させた縄文が施されている。 SL 1146から出土した第15図 1の土

器と同一個体である。

( 5 ) 縄文時代の石器 16は南側縁に二次調整を施して刃部を作り出す。下部は破損して

いる。 17は l面の全体に調整剥離を施して丸みのある刃部を形成するが、片面には一次剥離面

を大きく残す。 18は両面に l次剥離面を残し、その両側に二次調整を施して鋭く尖る先端部を

作る。先端部には使用痕と見られる摩滅があり、石錐としての使用が考えられる。 19------21は半

円形扇平打製石器で、 19e 20は一端に打ち欠きがある。第18図22は 1面に浅い凹みがある。 23

は両面に浅い出みがあるほか、{~~縁と端部に打痕がある。

に
dつ臼
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番号 種別 器形 出土地層位 特 徴 (口cm径) 底(cm筏) 器(cm高) 底指径数 高指径数 外度銀 図版

4 須窓器 杯 KG36. 2層 外内部商 ロ口グクロ口ナナァヂ→回転糸切り 11. 2 5.4 3.5 0.5 31. 3 31
0 

5 須恵昔苦 杯 KG34. 3層 外内面面口口ククロロナナヂァ 回転ヘブ切り 5.8 

6 須恵器 杯 KG34. 31雪 外内商函I:口口クク口口ナナァヂ lBlj伝ヘヴ切り 6.6 

7 須恵器 杯 KG37. 2層 タ内ト夜在百耳 : ロ口ククロ口ナナヂァ、 1s"o.預1に祭主謹書 「弓」 ヵ 20-1 
8 土櫛器 杯 KN33・火山灰上 内外而商:ロ口グク口口ナナァヂ→回転糸切り 6.2 

番号 種別 出土地層位 特 徴 (縦cm) 
横

厚(cmさ) 図版(cm) 

9 箸 KH36. 2層 訴J員。先端部を残す。 12.3 0.7 0.5 20-2 

10 ミ芽 KH36. 21警 折損。先端部を残す。 10.0 0.5 0.4 20-2 
11 箸 KH36. 2庖 折損。先端部を残す。 8.7 0.5 0.3 20-2 
12 箸 KH36. 2層 折損a 先端部を銭すの 7.1 0.4 0.4 20-2 
13 箆ヰミ車昼~伏己 KG35. 2層 箆肩部から柄ヘ斜めに移iT。 8.9 2.4 0.5 20-3 
14 柄 KH36. 21脅 生~flñ円形。 1ま部が!学語表。 20-4 
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19 

21 

。 10cm 

円
/
“

番号 種 別 器形 出土地層位 特 徴 長(cmさ) 
中高 l(享mさ) igj 版
(cm) 

15 縄文土器 深鉢 KG37. 2層 押EEある突帯、撚紐圧療、多稀1絡条体回転文。 6.5 7.8 1.4 20-5 

16 KH37. 2層 3.8 4.0 0.8 20--6 

KG34. 2層 6.3 6.3 1.6 20-7 

18 K 137. 2層 先端部が摩滅。 3.8 1.5 0.6 20-8 

lCj曙 KG34. 2層 一端におち欠きがある。刃部に磨痕。 14.8 2.3 21-1 

20 KH37. 2層 官1割if，-臣室1玄 7.8 14.0 1.7 21 -2 

21 KG36. 2層 刃部に藤症言。 I 8.5 17.9 4.2 21-3 

第17酪



払田捕跡調査事務所年報1995

22 

。 lOcm 

ζコ

第18図遺講外出土遺物(3 ) 

第 3節小結

ホイド清水内やその周囲からは、これまで多くの木製品や木簡が出土し、その北にある低地

からは、かつて開墾に際して材木が多量に出土したという法承があり、ホイド清水に関わる建

築物の存在が予想されてきた。

昨年度の第98次調査では、 5年計画による外郭低地の調査に先立つ予備的調査として、ホイ

ド清水の北にある低地にもトレンチを設定して土層の観察等を行った。この結果は必ずしも遺

構の存在を窺わせるものではなかったが、 トレンチによる小範囲の調査にとどまったため、今

回あえて調査を実施したのである。

しかし、清水からの流れがあるほかは遺構は全く見られず、付近は広範閉にわたって極めて

軟弱な土地である。木製品等の遺物の出土もほとんどなく、ホイド清水に関連する何らかの遺

構は、低地には全く存在しないことが明らかとなった。

この流れは北西方向に流れると推定されるが、外郭線角材列や、第103次調査で検出された

S D1145溝とが、この流れとどのように関連しているのか、今後の課題である。

また、 SL 1146の堆積土下方からは、縄文前期の土器や石器が出土していて、この頃からホ

イド清水の湧水が利用されていたことが窺われる。

-28-



第 5章第105次調査

1節 調 査 経 過

政庁の東方には、長森丘陵上では

ぐ広さの平坦地が存在する。

この平坦地の利用状態の解明を目的

とする調査を平成 3年度の第90次調

査から開始し、 5年度の第95次調査、

6年度の第100次調査と進めてきた。

その結果、 9世紀初頭頃から10世

紀代にわたっての、竪穴住居跡、擁

立柱建物跡、板塀など多くの遺構が

検出され、それらの変遷にも大まか

な見通しを得ることができた。

昨年の第100次調査では、東西棟

のSB 1127掘立柱建物跡が、その西 第19密第i部次調査技量関

にある第90次調査で検出された南北棟のSB937掘立柱建物跡と共にこの地域の創建期の建物

で、 SB 1127を中心としてSB937に対応する南北棟の建物の存在が、東の未調査区に予想さ

れた。

このため、今回は SB 1127掘立柱建物跡の全容の検出と、それら創建期建物群の配置状況を

探ることを主自的に調査を実施したのである口

7月12日にテント設営、機材の運搬を行って調査を開始した。 SB 1127は桁行 5間と推定し

ていたが、 3間であることが判明し、その西に新たな竪穴住居跡も検出した。 24B、東側調査

区の表土剥ぎを終了し、北から遺構の検出作業を始めた。 7月31目、 SB 1127とその付近の竪

穴住居跡の写真撮影を行って、実測を開始した0

8月10日、東側調査区のS1 1148竪穴住居跡から「官 小勝Jの墨書のある士器が出士 Ltこ。

この後、土坑が次々に検出されたが、当初その検出を目指した SBl127..SB937に対応する

しないことが明確となった。 28呂、長雨のため調査区の南斜面が崩落。 29B" S 1 

1167より漆紙文書の綿片が出土。 9月 1日、土坑群の写真接影を行い、実測を開始した。

この後、新たな士坑も検出。 13B、小規模な掘立柱建物跡のあることに気付き、柱穴を掘り

29 -
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第 5章第iu5次調査

下げ、 20日、重複する 4棟の掘立柱建物跡を検出。 22B"東側調査区の全景写真の撮影を行っ

て、 28日には実測を終了した。

10月9日には第41回顧問会議を開催し、調査研究の顧問である思立歴史民俗博物館情報資料

研究部長岡田茂弘教授に対し、第103次"104次調査も含めて調査成果の概要を報告するととも

に、現地でも御指導いただし、た。 12日には報道関係者に対し調査成果を発表、 14日には現地説

明会を開催したところ、約110名の参加者があった。 17日から遺構細部の埋め戻しを開始、 19

日に調査を終了した。

第 2節検出遺構と遺物

と遺物 (第19~21図，図版 9 ) 

調査地は、北部はほぼ平坦であるが、東側調査区は南に緩やかに傾斜している。標高は東側

の北端で48.40盤、南端で46.0滋である。基本こと膚は、第 1層:黒褐色シルトの表土、第 2層:

暗掲色シルト、第 3層:黒褐色シルトで、第 3層から遺構が掘り込まれる。調査の結果、これ

まで一部を検出していた 4遺構を含め、 40遺構を検出した。内訳は古代の竪穴住居跡 5、掘立

柱建物跡 6、柱列ム土坑22(縄文時代の土坑 1)、溝 4、板塀 1、その他の遺構 lである。

( 1 ) 竪穴{主活跡

① S I 967 (第22図，図版10)

調査区北西部にあり、第90次調査で西半部のみを調査していたが、今回その東半部を調査し

て全容を検出した。第90次調査で検出した南辺の位置には誤りがあることがわかり、その南に

明確な壁のあることが判明した。

東西5.1m、南北4.15m、面積19.3niである。南に S1 1147、西に SD984板塀が接するが、

重複関係はいずれも不明である。南西隅は SD984板塀を掘る擦の掘り過ぎがあり、住居の壁

は定かでない。北辺は高さ 10~24cm、東辺は27~36cmで、北辺中央部で縄文時代の S K1160を

切っている。壁溝はない。床面は全体に平坦で、硬化面はない。カマドは付設されていないがち

住居南東部に直径70cmの円形の炉がある。

柱穴は第90次調査報告では北辺中央部のピットがそれと記したが、それはその下に縄文時代

のSK1160があるための誤認で、明確な柱穴は存在しない。第90次調査では覆土中央部に火山

灰の堆積が見られ、火山灰降下よりは明らかに古い年代の遺構である。

遺物には須恵器長頚壷(第23図 1)、体部に逆位に墨書のある土師器杯(2 )がある。他に

破片資料として須恵器壷と斐の体部、回転ヘラ切り痕のある土師器杯が出土した。

-35 
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塁 i

事 I1147 (第22国，図版10)

S 1967の間にあり、東辺の壁のほかは残存しないが、一辺がおおよそ5.5mほどの規模かと

推定される。 S1967とごくわずかに接しているが、切り合いは不明である。また、 SD984板

塀とも重複し、本住居の床土がSD984を覆っていないことから、 SD9S4に切られていると判

断される。関辺は SK1150を切っている。

東辺は10cm前後の高さがあり、殊にその南部が緩やかに傾斜して立ち上がる。壁溝はない。

床面は全体に平坦で、硬化面はない。カマド、炉は存在しない。深さ 10~16crnほどのピットが

あるが、その位置や規模から柱穴とは考えられない。

遺物は破片資料であるが、回転ヘラ切り痕のある須態器杯の底部、回転ヘラ切り痕。回転糸

切り痕のある土師器杯底部、内面黒色処理を施した土師器杯が出土した。

③ 8111特 (第24図，図版10• 11) 

り、東西5.21豆、南北6.0m、面積30.5nfである。 f自の遺構との重複はな

い。壁は 4辺左も直線的で、残存状態は良好であるが、周辺が南に緩やかに傾斜しているため、

北辺では40~45c薦、予言辺では約15cIDの高さで、

しない。床面は全体に平坦で、硬化面はない。

カマドは溝辺の東寄りの{立置にあるが、残存状熊は諜く、

して立ち上がる。

と、東側のゾデがわ

ずかに残るだけである。 2箇所ある。

3 本、北辺には 2 本、南辺は 4 本で、直径20~25crnの柱痕跡がある。

に火山灰の小ブ口ックがあり、火山灰降下よりも古い時期の住居である。

j ~-15は筆去を器好、である。 3 Q 4は体部が椀状に丸みを帯びて立ち上がり、

外反しない。 5~13はわずかに外反する。 11は意図的に片口に造っている。 16 翁 17" 20は高台

る。 17"18，， 20は器高が深く、体部が直線的に立ち上がる。 色調は 3~ 11 19 s 21 22 
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番号 種別 器形 特 徴 (口cm径) 底(cm筏) 器(cm高) 底指径数 高指径数 外度傾 図版

3 須恵器 杯 外面:ログロナデ→回転糸切り 内面:1コクロナデ 12.5 6.4 4.2 0.50 33.0 28
0 

22-1 

4 須恵器 杯 外国:ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ 12.5 5.6 5.0 0.50 40.0 30。 22… 2 

5 須恵器 杯 外面.ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ 13.3 5.8 4.5 0.40 33.0 32
0 

22-3 

6 須恵器 杯 外商:ロクロナデ→回転糸切り 内面.ロクロナデ 12.8 5.4 4.8 0.40 37.5 30。

7 須葱器 杯 外面:ロクロナデー今回転糸切り 内面:1コクロナデ 12.8 5.2 4.8 0.40 37.5 30
0 

22-4 

8 須恵器 杯 外商・ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ 13.8 5.6 5.3 0.40 38.4 29
0 

22-5 

9 芝貝恵器 杯 外商:ログロナデ→回転糸切り 内回 ログロナデ 13.4 6.0 4.9 0.40 36.0 28。 22-6 

10 須恵器 杯 外面:ロクロナデ→回転糸切り 内問:1コクロナデ 12.8 4.4 4.7 0.34 36.7 29
0 

11 須恵器 杯 外面.ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ片口 12.8 5.8 5.2 0.50 40.0 23
0 

22-7 

12 須恵器 杯 外溜:ロクロナデー今回転糸切り 内問:1コクロナデ 12.8 4.6 4.3 0.40 33.6 35
0 

13 須f.Iff.器 杯 外商:1コクロナデ→回E紘糸切り 内問:1コクロナデ 13.4 6.2 4.7 0.50 35.1 30
0 

14 塑笠L豆一外国 ロ一向『デ--，回転糸切り 内面:ロクロナデ p ，) 5.4 5.0 O. .10 37.0 31
0 

22-8 

第25盟事 j1148出土遺物(1 ) 
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番号 種別 器形 特 徴 (口cm径) 底(cm径) 器(cm高) 底指数径 高指数径 外度領 図版

15 須窓器 杯 外面:ロクロナデ→回転ヘラ切り 内面:ロクロナデ 5.2 

16 須恵器 荷付杯台 外面:ログロナデ→回転糸切り 内回 ロクロナデ 高5台.径0 高0台.高5 

須 ii!lJ号 7荷寸す台不 'ロ口クタ口口づ十一三デ戸→lJj]転糸切り E主郊に 「官」、 体部に「小勝」の主皇室哲 15.0 高6台E6王 6.4 42.0 23-1 

18 一項窓器 杯 臼ログケ口ロナ7デr~阪l車五糸切り 底部Hこ「官J、体部に「小勝Jの塁塁間 15.0 6.8 6.9 。5 46.0 25
0 

23-2 

19 須恵器 杯 ロ口クグ口ロナナヂデ 回転糸切り 底部に「官J、体部に円、勝」の塁塁審 12.4 5.2 4.0 0.4 32.3 35
0 

23-3 

20 須惑器 杯 吉5ー ロ口グクロ口づナ干ラ「ゴ l1"j'!民糸I，JJり I伝奇3に丞主音 「貯五1 15.0 7.0 7.4 0.5 49.0 23" 24-1 

21 須恵器 E立守 ロ口クタロ口ナ二十デ王戸町 !り 江主苦sf 塁王議事コ」 24-2 

第盟国 S i 11特出土遺物(2 ) 
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番号 稜別 器形 特 徴 (口cm径) 底(cm筏) 器(cm高) 指底数径 高指数径 度外傾 図版

22 須恵器 杯 外内国情1I::ロ口クグククロ口口口 ωづサづ「ヂラヂヂフゴゴーー中山ノ lり 底部に盤猷 I口J

23 I須惑器 将: 外内商情1:-口iコ 惜 !l!反糸切り 休部に懇話芸 r-OJ

24 土師:ld: 杯 外面 ロクロナ7→回転糸切り 内箇.ログロサデ 11. 4 5.6 4.9 0.:; 42.0 23' 24-3 

25 土郎器 杯 内外I百箆五口 Jグケ口ロナ十アデ 》回転糸切り 斗径三ナァか 11.4 5.0 d六.つω 0.4 45.6 18υ 

26 土問号号 杯 外面ーロクロナァ→副i訟糸切り 内面ーロヲローjーヂ 13.6 5.0 6.6 0.4 48.0 ワωυヨ。 24-4 

。ωヮe 土師器 t不 外面ロクロブデ→凶転糸切り 内泌ロクロナァ 13.6 5.7 i 5.1 0.4 37.0 33。 24-5 

28 土師器 杯 話器:百三百1::25'回 転 糸 切 り 口縁部に煤付着 12.0 4.2 5.2 Q.4 43.0 26' 24-6 

29 士郎器 lT 外而ーロア iコナフ回転糸切り 内出:仁1クロナT 112日 5. G 5.8 0.4 I 46.0 I 24" 24-7 

i 30 土自市器 尚f守 杯台 外回・ロクロナデ恒松そ切1;) ウ!里 L三空豆:利二、黒色込豆管官 川出3口 白" 

S ! 1 

- L!.{) 

(3) 
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川3

第28随 S I 1148出土遺物件)

e 23は灰色で硬く、地は撞色ないし浅黄澄色であるが硬い。 17----19は底面から体部に「官小勝」、

20は底面に「厨」、 21は底面に墨書があるが文字は不明である。第27図22e 23にも墨痕が見ら

れる。底部切り離しは15のみが回転ヘラ切りで、他は回転糸切りによる。

第27図24~30は燈色の土師器である。 24~26は丸みのある体部で、ロ縁部は外反しない。 27

は直線的に立ち上がる。 28は口縁部に煤状の物費が付着している。 30は内面に黒色処理を施す。

底部切り離しは全て回転糸切りによる。第28図31は珠洲系陶器で覆土の上面から出土した。 32

" 33は縄文土器である。

破片資料として、床面や覆土の下方から、底部切り離しが回転糸切り、回転ヘラ切りによる

須恵器@土部器の杯、須恵器薬の体部、内外両面に叩き自のある土師器撃の体部が出土した。

④ S I 1149 (第29図，図版11)

S I 1148の南東にあり、東西4.5m、南北3.4m、面積15.3nfである。 SK1157に切られてい

る。南に緩やかに傾斜しているため、壁は南ほど低く、北辺では30~33cmの高さがあるが、南

辺はその西側に 5cmの高さでわずかに残っているだけである。壁溝は存在しない。

床聞は平坦で全体が硬化している。カマドはなく、住居南西部に長径44cm、短径38cmの範囲

の炉がある。柱穴として確実なものは住居南西隅のみで、長率由55cmの柱穴の中に直径25~30cm

の柱痕跡がある。しかし、他の柱穴は定かでない。

その也、床や謹ぎわに深さ1O~20c思ほどの円形の四五が多くある。南東隅のそれは長軸100

師、短軸80cmあり、東辺に沿って浅く緩やかに凹んでいる。住居中央部とその東にある回みは、

くさ'7-;..、士器片もやや多い。これらは、埋土の状況から本住居に付随したもの

と考えられる。

-41 
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第30国事 I1149出土遺物

第30図34は灰黄褐色を謹する土師器杯、 35は浅黄燈色の土師器で、いずれも底部切り離しは

回転糸切りによる。

このほか、破片資料として、須恵器杯の口縁部、底部切り離しが回転糸切りおよび回転ヘラ

切りの杯底部、ごと師器護の口縁部、体部などが出土した。

⑤ S I 116i (第31図，巻首図版 3，図版12)

調査区南東部にあり、東西4.9m、南北5.0m、面積22.6nfである。覆土上面から SK1154 = 

1155" 1165 o 1173" 1174が掘り込む。

遺構検出面から床面まで全体に深く、壁の高さは北辺で、は95cm、東@西両辺では70"-'85cm、

南辺で40cmである O 南辺を!除いて幅約20cm、深さ 5"-'10cmの壁溝がある。

床面は平坦で、住居北東部を除き全体が硬化している。カマドはないが SK1l74によって切

られ、残存しない可能性はある。床中央部に長軸1.5m、短軸0.9mの範囲で炉があり、炉と南

壁との聞に炭化物が分布する。北西部に住居の西辺に沿う形で、南北2.6m、東西 1"-' 1. 2m、

深さ30"-'35cmの掘り込みがあり、本住居に伴うものと考えられる。

柱は各辺に 3本で、直径20，，-，40cm、床面からの深さ20"-'43cmの柱穴があるが、柱痕跡は認め

られなかった。北東隅の柱が幾分北に偏する位置にあるため、住居の平面形が歪んでいる。覆

土の中位に火山灰が含まれており、火山灰降下よりは吉い年代の遺構である。

第32図36~39 " 41は灰色ないし灰白色の須恵器杯である。 36は内面の全体と外面の一部に墨

痕があり、さらに内面の全体に漆が付着している。墨を入れて慣用した後、漆の液体を入れる

容器として使用したことが推定される。住居西辺に治う掘り込みから出土した。

痕、 41の底部に墨書がある。 40は高台付杯で、色調は笹色であるが硬く、内面に漆が付着する。

42~46は土師器杯で、色調は謹色なし、し貰慶色である。 45の口最音ßには、 し

ている。 46は内面に黒色処理を施す。 る。

-43 
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を皐し、ロクロ成形で体部の下方にヘラケズリを施す。

他に破片資料として、床面や覆土の下方から、回転ヘラ切り痕のある須恵器杯と須恵器撃の

体部が出土した。また、住居西辺に沿う長方形の掘り込み内から、須恵器杯の口縁部@体部、

口 り

られなかっ
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番号 種別 器形 特 徴 (口cm径) 底(cm筏) 器(cm高) 底指径数 指高径数 度外傾 図版

36 須慈器 杯 外内在面百 口口クク口口づづァヂ モ線自転、漆糸付切濠り f本 部 に盛撲 13.5 5.4 4.2 0.4 31. 0 I 33
0 

25-2 

37 須恵器 杯 外面:1コクロナデ→回転糸切り 内面 ログロナデ 13.2 4.6 4.7 0.4 

38 須恵器 杯 外商.ロクロナァャ回転糸切り 内面 ロクロナデ 11. 4 5.8 4.1 0.5 36.0 35
0 

39 須恵器 杯 外国 ロクロナデ→回転糸切り 墨痕あり 内面ロクロナヂ 6.2 

40 須窓器 荷付杯台 外部.ログロナデ少回転糸切り 内面:ロクロナヂ漆付着 t高6台.径2 

41 須窓器 杯 外内部商口口グク口口づJヂ7 回転糸!.D円 li'E缶百に祭禽「巴J 25-3 

土自問E 杯 外回.1コクロナ '1-:;'回転糸切り |付加 口グロナデ 12.2 G.4 6.0 0.4 50.0 20" 25-4 

43 土師器 杯 外関:ロクロナデ→回転糸切り 内面:ログロナデ 15.2 4.4 uに.つ“ O. 3 I 34. 2 I 35" I 
44 土邸器 杯 外面 白クロナデー→回転糸切り 内函 ログロナデ 4.4 

土師器|杯 I~t需 :S22工三 口綾部lこ煤状物質付着 i 12う 4μ3 

46 ニt二郎器 杯 外図:仁1クnナデ内面:仁jクロナデ黒色処理 15.2 

S 111 、、，
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第33図 書 I1167出土遺物(2 ) 

( 2 ) 掘立柱建物跡

① S B 1127 (第34函，巻首図版 3，国版130 14) 

昨年の第100次調査で検出したが、その未調査部分を調査した。

桁行 3問、梁行 2閤の東西棟掘立柱建物跡である。

柱掘形は一辺1.1-----1.5mや、1.1"--'1.8mの方形で、ほぼ垂直に掘

り込まれ、深さ 80-~100cmである。 10基の柱掘形のうち、 l基は酉

に、他は東ないし北に柱を抜き取っていて楕円形の柱抜き取り痕が

ある。南西隅の柱掘形は北に柱を抜き取っているが、東西方向の土層断面には誼径28cmほどの

痕跡があり、柱の下の掘形底面はわずかに掘り凹めた形跡がある。場土は地山の褐色土にごく

少し黒褐色土が混じり、よごれは少なく、よく締まっている。

柱抜き取り痕の位置などから、建物の平面規模は桁行が総長9.0mで、柱間距離は3.0m等問、

梁行は総長6.6mで、柱間距離は3.3m等間で、ある。建物方位は南側柱列で見ると、調査南北基

準線に対して北でおおよそ84
0

東に振れる。

南側柱列の方位を第90次調査で検出したSB937掘立柱建物跡の北妻に揃える。掘形の形状、

柱間距離、埋土の特徴、柱を全て抜き取っている点に共通性があり、両者は併存した建物と考

えられる。

出土遺物については、第100次調査報告に記してあるが、報文に誤りがあり、その第43図68

~70が柱抜き取り痕からの出士、 71は掘形埋土からの出土なので訂正する。
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関西隅柱掘形

1 7.5YR4/6掲色地山土に7.5YR2/2
果掲色土がごく少し混入
7.5YR3/3IT音掲色 1-.に7‘5YR4/6褐
色地山土と 7.5Y R8/2灰白色泥誌の
粒がごく少し混入

S居1127

-47・48-
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遺構の重複関係と、柱抜き取り痕からの出土遺物、および本建物を切る S1 1126竪穴住居跡

第 5章第105次調査

の出土遺物から、

れる。

とSB937は、 9世紀初頭、の、この地域で最初の建物であると考えら

② S昏1iii (第35図)

桁行 1問、梁行 I間の掘立柱建物跡である。柱穴は径30cmほどあり、北西の柱

コ穴は66cm、南東のそれは47cmの深さがあるが、柱痕跡は認められない。柱穴から

推定される建物の平面規模は、北側および東側で2.1mである。

土坑群と重複しており、北西の柱は SK1l76の埋土の中に検出され、確実にこれよりも新し

い。他の 3本については土坑との新!日関係を明確には把握できなかったが、本建物と重複する

S K1l58 .. 1159;; 1161は、 SK1176と方位が同じでほぼ同時に構築されたと考えられるので、

これらの土坑よりも本建物の方が新しいと考えられる。建物方位は東側で見ると調査南北基準

線に対して北で 10西に振れる。

40 

KK-

K
 

40 39 

s謡1177

S翠1178A..喜 (第36図，図版14)

3問、梁行 2

38 

K
 

K
 

。 38 2 m 

つ り、 B期建物の柱掘形は直径40--._.，50cmの円形で、

、総柱である。 A B 

cmの柱痕跡があるが、棟通り中 2本の柱掘形は、直径20cmほどで、

痕跡はない。

ハU
J

4
斗ふ



払田柵跡調査事務所年報1995

B期建物はA期に比べ北東隅柱は北へ、南西隅柱は西へそれぞれ移動している。 B期建物の

平面規模は桁行が北側柱列で見ると、総長が7.70浴、柱間距離は東から2.印浴、 2.50m"2.60 

m、梁行は東妻で総長4.40辺、柱間距離は2.20m等間である。建物方位は北側柱列で見ると、

調査南北基準線に対し、北で7T東に振れる。 SD 1170 1175や、地の重複する掘立柱建物と

の新!日関係は定かでない。

南西隅柱のA期柱掘形から須恵器杯の破片が出土した。底部切り離しは回転糸切りである。

S器1184 (第36図)

4問、梁行 2間の東西採掘立柱建物跡である。柱掘形は直径30

~SOcmの円形で、北側は52~77cmの深さがあるが、撮柱は1O~20cmの

である。柱痕跡はなし柱掘形から推定される建物の平面規模は、

1宕行は北側で見ると総長8.501口、柱間距離は東から2.11在、 2.1m 

2.05 m、2.25mで、 7尺等間と推定される。禁行は西妻で見ると総長 o辺、柱間距離は 2m 

る。建物方位は北側柱列で見る左、調査南北基準線に対し、東へ援れる。

S D 11 70 .. 11 75および他の重複する掘立柱建物跡との新!日関係は不明である。

⑤ S器1185 (第36図)

3問、梁行 2間の東西棟摺立柱建物跡である。柱掘形は直径20

~40c盗ほどの円形で、 33---'71cmの深さがあるが、」棟柱(士山~20c混と

い口柱痕跡はなく、柱掘形から推定される建物の平田規模i土、

北側で見ると総長6.41張、柱間距離は東から2.15m、2.15m、2.1mで

ある。梁行は東妻で見ると総長4.:im、柱間距離は北から2.2m、2.1mで、柱間は桁行 e梁行

ともに 7尺を計画したものと考えられる。建物方位は北側柱列で見ると、

し、 79
0

東へj辰れる。

S D 1170 1175および他の重複する掘立柱建物跡との新!日関係は不明である。

(&) s畠1186 (第諸国)

桁行 3問、 2間の東語棟掘立柱建物跡である。柱掘形は、径25

--......40cmほどの円形や、長斡65cm、短軸48c湿の;構円形などで、深さは北

側柱列で20~55cmある。

の柱痕跡があり、

見ると、総長6.4mで、

ると、総長3.6mである。

し、北で800東へ振れる。

D 1170 e 1175および能の重複す

50 -

されない。

れ

ら2.2m、2.1 盟、 2.1mで7

ると、

との新!日関係は不明である。
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1 lOYR2/3黒褐色土
2 lOY R2/3果樹色土、

地山粒子全体に混入
3 lOYR2/3黒掲色土

1 lOYR2/3黒褐色土
2 lOYR4/6掲色地山粒子に

lOY R2/3黒褐色土混入
3 lOY R 黒褐色土、柱痕跡
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第 5i告: 第105次調査

( 3 )柱列

① S A 1187 (第21図)

S 1 1148の西にある東西筋 2間の柱列である。西 2本の柱掘形は第100次調査で検出し1二。

柱掘形は径40"-'60cmの円形で、深さ 24~33cmある。柱痕跡は認められなかったが、総長は2. 70 

mで、1.35 m等間と推定される。柱列j方位は調査南北基準線、に対して、北で63
0

東に振れる。

(ヰ)

喜D98喜(第21菌)

S 1 1148の北に位置する東西方向の板塀で、長さ10.5mを検出した。この坂塀は第90次調査

と第100次調査でも検出しており、それらを含めると、長さ61.5 mとなったが、なお東の未調

査区へ延び、ている。 ~l冨 12"-'20cm、深さ 5c恐ほどで、ごく一部が残るほかは消失している。

柱穴は 9 個あり一辺30~35cmの方形や、径20~30cmの楕円形で、このうち 7 個に柱痕跡が認

められる。柱痕跡は長さ 16----23cm、厚さ 6"-'8 cmの板状をなし、板堺の走向に対して柱の長辺

が直角方向となるように建てる。

柱痕跡を基にした柱間距離は、1.15~ 1. 40 IIIまでの変異があるが、平均では1.30mである。

方位は調査南北基準線に対し、北で6r東へ振れる。

② S 01170 (第36• 37図)

調査区東部にあり、 L字状に曲折する溝である G 東西方向部分は、長さ約 9mで東の未調査

区に延び、 qJ高90cm~2. 4 m、深さは北側で10"-' 35cmで、ある。南北方向部分は、長さ約 4m、幅

1. 2~ 1. 5 m、深さ 20~35cmで、ある。

底面は丸みを帯びているが、中央部分は平坦で浅く、南側の壁が消失している。埋土は主に

黒褐色土である。 SB 1178など 4棟の掘立柱建物跡と重複するが、新i日関係は定かでない。

破片資料であるが、糸切り痕のある須恵器と土師器の杯、および須恵器薬の体部が出土した。

③ 器岱 1175 (第36図)

S 1 1148の東にある東西方向の溝で、長さ4.4m 、幅22~37cm、深さ 5 cmほどである。方位

は調査南北基準線に対し北で68
0

東に振れる。重複する 4棟の掘立柱建物跡との新旧関係は不

明である。

@事 01182 (第38• 39凶)

調査区南東部に検出した南北方向 る。長さ8.3mで、南の未調査区へ延びており、

S K 1l 54によって切られている。幅20~38cmあり、深さは S K1l54の北部分は20cmほどである

が、南ほど深く、南端では68c鐙で、ある。溝底にピット等は見られない。

に対し、北でおおよそ31
0

西ヘ撮れる。
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(第21図)S D 1183 ⑤ 

南北に延びている。幅45調査区北部に一部を検出した溝である。長さ2.2認を検出した

。
るし、北で32

0

約10cm、"'--'50cm、

日=48.40m♀F

C 

7.5YR4/6褐色土
7 .5Y R3/出i青褐色土に地山粒子少量混入
7.5YR3/3暗褐色土
7.5YR3/2黒褐色土

E
H
U
門

J
t
口
九
u
n
H
U

10YR3/Z黒褐色表土
10Y R 黒褐色土
10YRZ/3黒褐色士、7.5YR4/4掲色土
7.5YR4/4褐色土
7 .5Y R2/2黒褐色二L

可

i
Qノ
M

つ
d

A汀
T
F
U

7.5YR3/2黒褐色土に
地UJ粒子少量混入
7.5YR2/2黒褐色土
7.5YR4/4褐色土

つιJ 

。

日=47.50m..Q'D 

立1

S D 1170土層断菌図第37閤

10Y R 黒褐色土
10YR2/3黒掲邑土に
地山粒子混入
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1

2

 10Y R黒褐色表土
10Y R3/3暗褐色土に
地山粒子少し混入
10Y R3/4時褐色土に
lOY R 黒褐色土浪入
10Y R2/2黒褐色土

1 
ヮ
ム

δ 

H =46.70mA' 

一一-----τー--一一
μ 

A 

S 011詑土j警断菌思第38簡

(第31• 39 • 40 • 45 • 48図，図版15)
よ」四

J.)1 ( 5 ) 

(第40図)51く1150吃)

長軸103cm、短軸78cmの楕円形で、深さ約10c部あり、底面は丸みを帯び、緩やかに立ち上が

S 1 1147の南辺によって切られている。

4
4
A
 

F
h
i
v
 

る。炭化物を少し含む褐色土が堆積する。



第 5主主 第105次調査

第39函調査区東方の土坑群

② SK1154 (第40図)

調査区東端部にあり、長軸3.3m、短軸2.48mで、南北方向Iこ長軸がある。南西隅で S1 

1167を切り、 SD1l82をも切る。深さは北{掛から中央部ト二かけて45cmほどであるが、南側は25

cm前後である。底面は南側の一部がごく少しくぽむほかは全体に平墳で、壁はわずかに外方に

傾斜して立ち上がる。埋土は黒掲色土を主体として、地山の粒子が多く混入する。

鉄製釘(第41図49----56)が出土した。;全長を知り得るものは 2点だけで、 49は約12.5cm、50

は5.7cmである。他は頭部や先端部を欠く。断面はいずれも方形である。土器は破片であるが、
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同胞4

h白

7.5YR3/2黒掲色土に地ILi粒子少量混入
7.5YR3必黒掲色..1:にJ也!お粒子多量混入
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A' こ己

lOY R2/3黒掲色土
lOY R4/6掲色地111+-. 
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lOY R2/3黒褐色土に地山粒子少し混入

S K 1160 
l
g
o
∞.
h
v
ザ

H

E 7 .5Y R3/2黒褐色土に地山粒子全体に混入

江1

I(f) 

7 .5Y R2/1黒色土に地111粒子混入
7.5YR4/3褐色土、やわらかい
7 .5Y R3/1黒掲色土
7.5YR3/1黒褐色二iニにJllilLI粒子混入
7.5Y R2/1黒色士、やわらかい
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番号 種別 特 筏! j(乏cmさ) (c中高m) 1(与四さiI 図 版

49 欽釘 頭部平担。先端湾曲。 12.5 1.4 0.8 25-5 

50 
鉄鉄 釘釘

頭部平担。 5.7 1.1 0.7 25-6 

51 頭部平坦。先端欠く。 6.0 1.5 0.7 25-7 

52 鉄釘 頭部平担。先端欠く。 6.7 1.8 0.4 25-8 

53 鉄釘 頭部平坦。先端欠く。 5.2 1.1 0.9 25-9 

54 鉄釘 頭部平担。先端欠く。 6.1 1.5 0.6 25-10 

55 鉄釘 頭部先端欠く。 4.6 1.2 0.6 25-11 

56 鉄釘 頭部平担。先端欠く。 2.9 1.5 0.5 25-12 

第41額 S長1154出土遺物

底部切り離しが回転ヘラ切りによる須恵器杯の底部と、回転糸切りによる土師器杯患部が出土

しfこ。

③ $民 1155 (第40図，図版16)

S K1154の南商にあり、長軸2.40m、短斡1.73m、東西方向に長軸のある長方形で、深さ約

20cmである。 S1 1167を切っている。底面は南にわずかに傾斜し、壁は幾分外方に傾斜して立

ち上がる。黒褐色土が全体に均一に堆積する。

遺物は破片であるが、底部切り離しが回転ヘラ切りによる須恵器杯の患部と口綾部、回転糸

切りによる土師器杯の口綾部が出ごとした。

④ 事長 1156 (第40図，図版16)

S K1l55のすぐ北にあり、長軸2.72盟、短軸2.0盟、東西方向に長軸のある長方形で、

は北{買Ijで48cm、南側で35~40cmである。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

が全体に均一に堆積している。

り/一



払田掘跡調査事務所年報1995

遺物は破片であるが、須恵器@土師器杯、の口縁部、両面に叩き自のある土師器護の体部が出

土した。

⑤ S Iく1157 (第29図，図版11)

SKll72の南にあり、長軸2.50m、短軸1.30mで、東西方向に長斡のある長方形である。 S

11149を切っている。深さは北側で63cmある。底面は平坦で、埋土には地山粒を多く含む黒褐

色土が堆積する。援は垂震に立ち上がり、ごく部分的に内側に入り込んでいる。

遺物には、破片であるが底部切り離しが回転糸切りによる土師器杯の底部と、棄の体部が出

土した。抱に縄文時代の石器(第42悶が出土した。自祭顔と一次剥離面を残し、側縁に両

面から二次調整を施している。先端部には二次調整はないが鋭く尖る。

ζ二〉 。 5 cm 

第42図 S長1157出土遺物

⑥ S長1156 (第45図)

S K1155の西にあり、長軸1.90m、短軸1.50mの南北方向に長軸のある長方形で、 SKl171

を切っている。 SB 1177との新!日関係は明確でないが、 SK1176はSB 1177よりも確実に古く、

S K1176左本遺構は方位の同一性から同時期の構築左考えられるので、本遺構の方がSB 1177 

よりも古いと推定される。深さは北東部で60cm、南側で50cmである。底面は平坦で、躍は殊に

北側が外方に大きく傾斜して立ち上がる。埋土は地山の褐色土や、その粒子が多く混じる黒褐

色土である。

須恵器杯(第43図58.. 59)が出土した。 58は本土坑と SK1l59. 1171から個別に出土したも

のが接合したもので、灰白色を皇し、底部切り離しは回転糸切りである。 59は灰自色でもろく、

鹿部切り離しは回転ヘラ切りである。他に破片資料ーとして、須恵器葦、士自市器棄の口縁部と捧

部、繍の羽ロが出土した。

⑦ S~く 1159 (第45図)

S K1158の北にあり、長軸2.75m、短軸1.60mで、南北方向に長軸のある長方形である。

口同
U

F
H
J
U
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。 lOcm 

第話密 室長 11誌出土遺物

S K1l71を切っているがSB 1177との新旧関係は明確に把えることができなかったが、 SK

1176とSB 1177との新!日関係およびSK1158との向時性から、本遺構も SK1158 1176と同様

に、 SB 1177よりも古いと考えられる。深さは北側で90cmである。底面は平坦で、

立ち上がる。地山の粒子が多く混じる黒褐色土や、地山の褐色土がほぼ水平に堆積している。

須恵器杯の破片がSK1158 " 1171から出土した破片と接合した(第43図58)。破片資料とし

て土師器の杯口綾部、低い高台の付く杯、両面にPPき自のある撃が出土した。他に轄の羽口、

縄文時代の石器(第44図60)が出土した。

く__.7 。 5 cm 

第44閤 $民 1159出土遺物

⑧ 81く1160 (第40図)

調査区北西端にあり、 S1967の北辺と床に切られている。円形で、検出面での口径は110"-'

135cm、底径105~116cm、 S 1967の北辺からの深さは90cmある。底面は平坦で、底部からの立

ち上がりはほぼ垂直であるが、ごく部分的にわずかに外方へ張り出すところもある。

らかな黒色士が主体で、縄文時代の遺構である。

⑨ S民1161 (第45図)

S K1159の西にあり、長軸2.18m、短軸1.30 mで、東西方向に長軸のある長方形である。 S
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Kl171を切り、 SBl177との新!日関係は直接には不明であるが、 SK1l76と問時期と考えられ

ることから本遺構のガが古いと考えられる。深さは82cmある。底面は平坦で、壁は垂直に立ち

上がるが、東側はその上部で急激に外方に開く。地山の粒子が多く混じる黒褐色土や、地山の

褐色土が:水平に堆積する。

須恵器杯(第46悶61)が出土した。灰白色を塁し、底部切り離しは回転ヘラ切りで、体部は

直線的に立ち上がる。 SK 1163 .. 11 76から出土した破片がこれに接合した。他に回転糸切り痕

のある十郎器杯の底部、撃のロ縁部、轄の羽口の小破片が出土

第46図 書長 1161出土遺物

⑬ S長1162 (第訪問)

S K1163のすぐ南に位置し、長軸1.95m、短軸1.45mで、東西方向に長軸のある楕円形であ

る。深さは北側で;70cm、南側で、60cmある。底面中央部が構円形に約10cmくぼみ、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。内面が黒色処理された土師器高台付杯と、輔の羽口の小破片が出土した。

⑪ SIく1163 (第48図)

S K1162のすぐ北にあり、長軸2.06m、短軸1.45mで東西方向に長軸のある長方形である。

深さは北側で36cmある。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。埋土は地山の粒子を多く

含む黒褐色土などが水平に堆積する。

須恵器杯の破片が、 SK1161 .. 1176から出土したものと接合した(第46図61)。他に凹転糸

切り痕のある土師器杯の成部と口縁部が出土した。

⑫ SIく1164 (第45図，図版17)

S K1161の南にあり、長軸2.56m、短軸1.46mで、東西方向に長軸のある長方形である。 S

K1171を切る。深さは79cmである。底面は平坦で、壁は垂誼に立ち上がる。埋土は下方に地山

の褐色士主体の士層、その上に黒褐色土である。

遺物は破片であるが、土師器杯の口議部や糸切り痕のある底部、両面に叩き自のあるき章、輔

の羽ロが出土した。

⑮j 宰長 1165 (第31図)

S I{ 1155の南にあり、長軸3.50m、短軸1.95m、東西方向に長斡のある長方形である。 S1 

1167の埋土を掘り は北側で約90cmで、底面は S1 1167の埋土内にあり、軟らかい。
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。

第47国 S長1165出土遺物

壁は北側はほぼ垂直であるが、他は外方に傾斜して立ち上がる。地山の粒子が全体に混じ

褐色士が均一な状態で堆積している。

65 

須恵器杯(第47図62e 63)、土師器杯 (64)、鉄製の釘 (65)が出土した。 62は内面全体に漆

が付着している。 64は撞色ないし淡黄色を呈する。釘は断面が方形である。破片資料として、

須恵器壷の溝部、土師器薬の口縁部が出土した。

⑭$民 1166 (第48図)

S K1l65の西にあり、長軸2.48m、短軸1.60mで、東西方向に長軸のある長方形で、深さは

北側で67cmである。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。埋土は地山の粒子が全体に混じる

黒褐色土がほぼ均一な状態で堆積する。

須恵器杯(第49図66)が出土した。灰白色でもろく、底部切り離しは回転ヘラ切りである。

破片資料として、須恵器杯の口縁部や回転ヘラ切り痕、回転糸切り痕のある底部が出土した。

第特密 S !く i
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⑮ S K 1168 (第48図)

調査区東部にあり、 SK 1154の北にある。直径約1.4mの円形で、 SK 1169を切っている。

底面は中央部が低く、幾分丸みがあり、壁は東側が垂直に立ち上がるが、その他はなだらかな

立ち上がりである。埋土は黒掲色土、地山の掲色士が水平に堆積している。

⑮ 5!く1169 (第48図)

調査区北部にあり、 SK1154の北にある。東側をSK1l68によって切られているので全容は

不明であるが、東西方向に長軸のある長方形と思われ、長軸の長さは少なくとも1.71豆、短軸

は1.26mである。深さは北側で23cmあり、底部はおおよそ乎塩で、壁は幾分外方に{境斜して立

ち上がる。黒褐色士に地山の粒子が少し混じった全体に均一な埋土である。

⑫ S医1171 (第45図)

S K 1155 " 1156の南にあり、東西2.95m、南北2霊 90mのほぼ正方形をなす。 SK1l58 e 1159 

" 1161 .. 1164によって切られている。また SB 1177とも重複し、 SK1176はSK 1161 0 1164と

方位が向ーで同時に構築されたと考えられ、その SK1176をSBll77の柱穴が切っていること

から、ここでの新!日関係は SK1171→ S K1161 0 1164" 1176→S B 1177となる。深さは北側で

38cm、南側で20cmである。底面は全体にほぼ平壌で、壁は北と西が幾分外方に傾斜して立ち上

がるが、わずかに残っている東 e南壁はほぼ垂直である。

須恵器杯(第50図67)、高台付杯 (68)が出土した。色調はいずれも淡黄色を呈する。他に

須恵器杯の破片が、 SK1158 e 1159から出土したものと接合した(第43図58)。破片資料とし

て、回転糸切り痕のある土師器護の底部、口縁部、臓の羽口が出土した。

。 lOcm 

第50思 S長1171出土遺物

⑬ 霊長 1172 (第48図)

S K1l57の北にあり、長軸1.96m、短斡60cmで、南北方向に長斡のある長方形である。

は北端で43cm、南端で30cmある。底面は平坦で、壁は東沼南側の下部がタト方へ張り出し、内側

に傾斜して立ち上がる。埋土は暗掲色土や、黒掲色土がほぼ水平に堆積する。
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第51~ 霊長 11

鉄製の釘(第51図的)が出土した。断指は方形で、全長6.uc盟であ守る。 fl出こ鼓片資料として

土師器杯の口縁部と、翠の体部が出土した。

⑮ S長1173 (第48図)

調査区南東隅、 SK1l65の東にある。未調査区に〆入っており、全容は検出できないが、

方向に長軸のある長方形と思われ、長軸は1.45m以上、短軸は1.45m、深さは北側で85cmあるO

S 1 1167の埋士を掘り込む。理土は地山の粒子が多く混じる黒褐色土などが水平に堆積する。

⑧u S iく117毒( 第31図)

調査区南東部、 SKl165の南にあり、長軸2.u5m、短斡1.55mの、東西方向に長軸のある長

方形であるが、丸みを帯びていて楕円形に近い。 S1 1167の;壊土を掘り込む。深さは約8Ucmで

ある。底面はほぼ平坦で、壁は垂誼に立ち上がる。埋ことは地山の粒子が全体に混じる黒褐色士

である。

遺物は、いずれも破片資料であるが、須恵器杯の口縁部、糸切り痕のある底部、壷口縁部、

ごと師器杯、の口縁部が出土した。

⑫ S民1176 (第45函，図版17)

S K1161の北にあり、長軸2.25m、短軸1.26mで、東西方向に長軸のある長方形である。 S

Bll77の北西隅柱が埋土を掘り込んでいて、これよりも古い。 SK1171とは重複しないが、同

時の構築と考えられる SK1161はSKl171を掘り込むことから、 SK1171の方が古い。深さは

北側で8Ucmである。壁は西側を徐き外方に丸みを帯びて立ち上がり、さらに垂直に立ち上がっ

ていて、殊に北壁、南壁の中央部は対応して丸く挟られたようになっている。埋土は主として

暗褐色土に地山の粒子が:全体に混じる。

須恵器杯の破片が SK1161" 1163出土の破片と接合した(第46図61)。他に糸切り痕のある

須恵器と士郎器の杯底部が出土した。

(愈室 長i181 (第45図)

S B 1127の北東に検出した。長軸が東西方向にある楕円形で、東の未調査区へ，入っており、

長軸1.u8m 以上、短軸84cmで、ある。深さは検出面からlUcmほどである。底面は全体に平坦で、

-65 
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壁は緩やかに立ち上がる。土師器準の体部破片が出土した。

( 6 ) その他の遺壊

を) S X 1179 (第45図)

S B 1127の北東にあり、 SK 1181の南にすぐ隣接する。長軸1.58m、短軸80cmの不整形で、

深さ 10cmほどである。底面は平担であるが、その中に深さ 12~15cmのピットが 3 個ある。壁の

立ち上がりも整わない。埋土に焼土がわずかに含まれていた。

須恵器杯(第52函70)、高台討杯 (71"が出土した。いずれも灰色で硬く、 73e 74の底

部には墨書がある。

。 10cm 

第52図 S X1179出土遺物

2 遺撞外出土遺物

( 1 )土師器 第53図73はロク口成形による土師器の翠である。底部切り離しは回転糸切り

で、体部に再調整はない。

( 2 ) 瓦 74は問題に布目痕、凸面に格子叩き自のある平瓦で、側面にはヘラケズリ痕

がある。色調は浅黄色で軟質である。 75は丸瓦で、四面に布自痕があり、凸面は無文である。
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第54図遺構外出土遺物(2 ) 

木口面、側面および出面の側縁にヘラケズ J)を猫す。色調は灰色で硬い。

( 3 )鉄製品 第54国76~83は釘である。頭部を有し、断面は方形で、先端は縮く尖る。

e縄文書寺代の遺物 第55図84は!日石器時代の石刃である。 85は縄文時代の

68 -

石器で、縦長の剥片の側綾と下部に二次調整を加えて刃部を作り出す。 86も縄文時代の石器で、

2辺にニ次調整を加え刃部を形成する。
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第55函選議外出土遺物(3 ) 
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第 3節小結

第105次調査の遺構について

第105次調査は、第ヲo.. 95 " 100次調査に引き続き、政庁東方にある平坦地を対-象に、その利

用状況の解明を目的として実施した。その結果、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑などの遺構

を検出した。それらの年代について考察する。

まず、竪穴住居跡の年代であるが、 S1 1148からは比較的多くの土器が出土している。

く、底部切り離しは回転糸切りが丈部分で、体部にヘラケズリ調整の

あるものはない。体部の立ち上がりは直線的なものが多く、口縁部の外反の度合いは少ない。

2 (849)年銘木簡と共伴した土器よりは新しい様相であると考えられ、覆土中に火山灰

の小ブロックが見られることからも、これまでの多くの竪穴生居跡と同様、 9世紀後半填と見

なすことができる。 S1 1149 " 1167も士器や火山灰のあり方、住居の方位に共通性があり、ほ

ぼこの頃の年代であろう。

掘立柱建物跡のうち、 SB 1127は昨年の調査での所見で 9世紀初頭からの建物であることが

明らかである。南側柱筋が第90次調査の SB937の北妻と揃うことから、この 2棟は同時存在

で、 SB 1127を中心として SB937に対応する建物の存在が予想され、その検出を調査の主目

的としたのであるが、存在しなかった。したがって、この東西棟の SB 1127と南北棟の SB

937の2棟の建物が、 9世紀初頭からの、この地域では最初の建物であることが明確となった。

調査区東方の SB1178AB "1184~ 1l 86は、ほぼ同一位置で、近似する規模@方向の建物の

重複であり、継続する同一機能での 5期にわたる建て替えと見なすことができるが、相互の新

旧関係は不明と言わざるを得ない。遺物には唯一SB1178A期の南西隅柱の柱穴内から出土し

た須恵器杯の破片があり、その年代は 9世紀後半である。

しかしミ隣接する 9世紀後半の S1 1148 " 1149 G 1167竪穴住居跡とは建物方位が異なり、と

れらとは異なる年代であろう。これまでに検出された10世紀代と考えられる掘立柱建物跡と方

位がほぼ向ーであることや、 5時期の変遷があることから、年代はおおよそ10世紀前半~中葉

頃と推定される。

調査区東側の土坑群は、埋士の状態から人為的に埋めたものと考えられるが、その性格は不

明である。まとまった土器の出土は全くなし多くはj窪める時に入り込んだ小破片で、

る材料とは見なし難い。 9世紀後半の S1 1167を埋土から明確に掠り込むものが

5墓、 S1 1149、を掘り込むものが 1基ある。形態は長方形が多しその方位がごく一部を除い

てよく揃っていて、士坑相互の重複も少なし埋土の状態も共通し、近い年代の構築であるこ

t 
'-- 心。
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また、 SK 1158 ~ 1159ペ171からと、 Sl三1161e 1163 e 1176の各々から、接合する同一個体

の蜜恵器杯の破片が出土している。前者は切り合いがあって時間差はあるが、

く、これらは同時に埋めたものであろう。

」うしたことから土坑群の年代は相互に近しかっ、 SK1l65は9世紀後半の SI 1 

並居跡に堆積した十和田 a火山灰を含む躍を掘り込んでいることや、士:坑を切る SBl177掘立

柱建物跡も存在すること、さらには、 SB 1178A B " 1184~ 1186掘立柱建物跡と重護しないこ

となどから、それらの建物と向じ頃の、 10世紀前半~中葉頃の構築と推定することができょう。

これら出土遺物と重複関孫によって推定される遺構の年代観から、各遺構の新旧関係を整理

すると、第 3表のようになる。

9世紀前半 中

S B 1127→ S 1 1126 

第 3表選講の霊接関係

9世紀後半 10世紀前半 中葉

S 1967 S D988 

S 1 1148 

SI1149 SK1157 

S K1l54 

S K1155 

S 1 1167 S K1l65 

S K1173 

S K1174 

S K1158 

S K1159 

SKl171→→ S K1161 
S K1164 

10世紀後半

S K1176一一→ S B1177 

S B 1178A B . 1184~ 1186 

2 政庁東方平塩地の遺構の変遷

第90" 95 a 100 e 105次の 4次にわたって、政庁東方にある平坦地の調査を実施してきた。調

査総面積は3，300rJで、検出された遺構には竪穴住居跡@掘立柱建物跡。板塀@土坑などがあ

る(第56図)。検出遺構の新!日関係や有おおよその変遷については、そのつど報告してきたが、

も含め、政庁東方平塩地の利用状態の変遷について触れたい。年代を推定し得る遺物

の多くは竪穴住居跡から出土しているので、主として竪穴住居跡との重複関係から、

構の時期とその変遷について検討する。

(1) 

竪穴住居跡、は、調査区の全域から30軒が検出された。住居の方向の共通性からA、B 1、

B-2類に分類される。 A類は、住居の東辺が調査南北基準線に対して、北で、東へ300----550
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振れるもので、 S1 934 " 935 " 965 " 966 " 1083が該当する。遺物は撞めて少ない。

B類は、生活の東辺が調査南北基準線に対して、北で西へlOO-----~200援れるもので、

除く全ての竪穴住居跡が含まれる。このB類の竪穴住居跡にも、出十歳士器の年代が 9世紀第 2

四半期墳と考えられるものに、 S1 1107 " 1116 " 1126の3軒があり、これをB-1類とする。

また、 S1 1075 e 1125 e 1148などは比較的土器を多く出土していて、その年代から、 9世紀

後半の遺構であることがわかる。また、覆土中に10世紀前半代に降下した十和田 a火山灰を含

む住居があって、それ以前に廃絶した住居で、あることもわかる。これをB-2類とする。

B-1類の S1 1126はSB 1127を切っていることから、 SB 1127は9世紀第 l四半期ぐらい

がその存続期間となろう。 SB 1127と同時に存在した SB937は、 A類のS1965を切っている

ことから、 A類の年代は SB937 .. 1127よりも古いと見なし得る。 A類は 5軒のうち 3軒が削

平によって床土だけになっていることや、 B類の方向性との明確な棺違から、 A類はこの地域

に平坦地を造成する以前の遺構で、整地後に SB937" 1127建物を造営したと考えられる。

したがって、

A 類......S 1 934，935，965，966，1083・・・・・・・・・・・・ 9世紀初頭産前

B-1類......S 1 1107，1116，1126・・・・・・・・・・ 9世紀第 2四半期頃

B-2類......S 1 1075，1125，1148など・・・・・・ 9世紀後半

の年代が考えられる。

( 2 ) 掘立柱建物跡@板塀

建物跡は16棟検出された。竪穴住居跡との重複状況、建物方位の同一性、板塀との関係など

からその変遷を考えてみる。

前述のように、 SB937とSB 1127は、同時に存在した建物と推定され、建て替えはなし

柱が抜き取られていて、一時期だけの造営である。この 2棟がこの地域の最初の建物で、 9世

紀第 1四半期の年代が推定される。明確にこの 2棟に対応すると考えられる他の遺構はない。

板塀どうしが交差する形で重複する箇所で、新i日関係が判明しているところが 2箇所あり、

SD1002AB→S D988 .. 1006→S D984の関係が把えられる。

9世紀後半代の竪穴住居跡 (B-2類)ど掘立柱建物跡との重複関係では、 9世紀後半のS

1 1075に切られる建物としてSB 1072A Bがある。この建物は北錨柱列で見ると、方位が調査

甫北基準線に対して北が東へ810振れている。これと方伎が近似する建物は他にないが、 SD

1002A B .. 1115板塀が建物の桁行方位と合致し、殊に 2時期ある SB1072ABの北側部分では

板塀も明確に 2時期あることから、建物、坂堺ともに 2時期あることになり、 SB1072ABと

S D1002AB ..1115は伴うものと考えられる。 SD1002AB "1115板塀は 9世紀第 2四半期頃

のSIl116を切り、 10世紀前半~中葉頃のSB 1071に切られている。 SB1072ABは9世紀後

72 
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半代の S1 1075に切られることから、これら

ができる。

第5章第105次調査

と板塀の年代を 9世紀中葉頃と見なすこと

次に 9世紀後半代の竪穴住居跡を切る建物に SB 1077 " S B 1082 A ~ Cがあり、この建物と

方位が近似する建物に SB982AB e 1071 e 1178Þ~B "1l 84~1186がある。これらは建物方位

の振れが相互に最大 40の範囲に収まっていて共通性がある。この中で、 SB982は2期、 S

B 1082は3拐、 SB 1178A B 1184~ 1186は同一場所での 5期にわたる造営がある。年代は10

世紀前半~中葉頃と推定される。

これらの建物の南北方向の柱筋には 3期の建て替えと考えられる SD 1004 s 1006 " 1007板塀

の方位がおおよそ近似し、東西方向の柱筋には、一連となる SD990 ・仰い 995板塀あるいは

S D1078板塀の方位がほぼ共通することから、これらの建物と板塀は伴うものと考えられる。

ただし、核塀には、東gse需北方向ともに少なくとも 3期があり、建物Iとも建て替えがある

ことや、 SB982ABの北側の柱掘形と SD995板塀は重複する位置にあって、これらは併存し

ないと考えられることもあり、掘立柱建物と板塀の組み合わせにも変遷がありそうである。

これらの掘立柱建物跡と、 9世紀後半に位置付けたB-2類の竪穴住居跡の方位は近似して

いるので、それらに併存するものがないとは言い切れないが、両者が重複する場合は SB 1077 

がS1 1073を、 SB 1082がS1 1076をそれぞれ確実に切っている。掘立柱建物跡をB 2類の

竪穴住居跡よりも新しく位置付けておく根拠はこの点である。

次に、 SB 1013とSB 1177は建物方位が調査基準線とほぼ一致している。 SB 1177は10世紀

前半~中葉墳の土坑群を戸切って構築しているが、その方位は土坑の長軸@短軸の方位におおよ

そ合致していて、土坑に近い年代かと推定される。なお、 SB 1013は、 9世紀後半の SK939 

よりも古いとする調査時の所見があるが、 SB 1177との方位の同一性から、これを訂正し、両

者とも10枇紀代の建物としたい。

南北方向の SD984板堺は、前述の;仮塀相互の重複関係から最も新しく位置付けられる。 9

世紀第 l四半期の SB937 .. 1127建物には位置的に伴わないことが明らかである。また、 9世

紀中葉頃の SB1072AB建物と SD1002AB板塀の組み合わせにも伴わない。さらに10世紀前

半~中葉の建物群や板塀とは、方位が全く異なることや、 SD988 " 992板塀と交差して SD

988を切っていることから、これらとの併存 が戸こし ¥0

S D984とSB 1013とは方位にどほどの違いがあるが、最も併存の可能性の高いものは SB

1013と考えることができ、その東方を区画する性格を推定したい。

以上の建物群のいずれとも方位が異なるものに、調査区北西にある SB 941 A 941 B 1 .. 

941 B 2の3期にわたる建物がある口 SB941Aの柱掘形の埋土は、 10世紀前半~中葉とした S

B982Aによく似ており、 SB941 B 1 " B 2のそれも同年代の SB982BやSBl178AB .. 

nr 
1:)一
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1184---1 一
f
h
v

、ものと

くものか

られ

と、そうでないものと

以上から、

A S B937， 1127・

られる。

9世紀前半

B S B1072A B， S DI002AB "1115・・・・・・・・・ 9 

C S B 941 A B 1 B 2， 982 A Bヲ 1071， 1077， 1082A~C ， 1178AB， 1184~ 

1186， S D990， 991， 995， 1004， 988 @ 1006， 1007.ー.......10世紀前半~中葉頃

D S B 1013， 1177， S D984・・・・・・・・・10世紀中葉~後半項

の変遷をたどることができる。

( 3 ) 土坑@その他の遺構

よびその他の選携は多数検出されているが、 SE939e955e1199，S X 1 1 18からは、

回転糸切り無調整の須恵器杯を主体とし、回転糸切り内黒の土師器杯などが出土していて、 9

世紀後半代に位置付けられる。 SX970 "1132 1119~1122は土取跡かと思われる不整形の凹

ヰ表政庁東方の遺構期

遺構期

ia堅-日LLlj A類 SI 934， 935， 965 
S 1966， 1083 

A :Jt~ I A S B937， 1127 

}ヨ 立日
B-1類 SI 1107 

11116， 1126 

C 期

D 期 B-2m S I1075， 1125 
S I 1148など

9世紀 I-A期
前半頃 IA期

76 
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第57図 政l宇東方地IKの遺構の変遷



みで、多くは自然堆積の様相を示

する前に掘られたもので、

レ二/

第 5章第105次調査

られる。 ト和田 a火山灰が降下

ことができる。

された SK1154 1164 1176などの士坑群は人為的に埋め

たものと考えられ、埋土中から、回転ヘラ切りの項恵器杯の破片も出土しているが、 S1 1167 

の十和田 a火山灰を含む層を掘り込む SK1165などと、形態と方位が類似することや、同時に

埋めたと見られるものがあることなどから、 10世紀中葉頃の年代と推定される。

以上に述べてきた竪穴自己居跡、掘立柱建物跡、板塀、士坑、そのf自の遺構の新!日間保から、

それらの変遷についてまとめることにする(第 4

期直前2

A類とした竪穴住居跡で、 S1 934 e 935 e 965 .. 966 .. 1083の5軒が該当する。政庁にも 3、

4軒存在し、創建にあたっての盛土整地地業や政庁建物の造営工事に携わった工人のものかと

いう理解である。

期〕

掘立柱建物跡 2棟の組み合わせである。南北棟桁行 5問、梁行 2間の SB937と、東西棟桁

行 3問、梁行 2間の SB 1127で、柱間距離などに共通性があり、いずれも柱を抜き取って再利

用している。年代は 9世紀第 l四半期で政庁 1 A期、外郭線A期に相当する。

[B期3

B 1類とした 3軒の竪穴住居跡で、 S1 1107 1116" 1126がある。年代は 9世紀第 2四半

期で、 A期建物と C期建物の間の仮設的なものである。政庁 I-B期、外郭線A期に相当する。

[C期3

A期の 2棟の建物が解体されて、その南に、東西棟桁行 5問、梁行 2間で間仕切のある SB

1027 AB掘立柱建物が建てられる。これに東西方向の SD1002AB " 1115板塀が伴い、それぞ

れ2期にわたって造営される。年代は 9世紀中葉頃で、政庁 1 B期、外郭線A期に相当する。

S 1 1075 e 1125 1148など17軒の竪穴住居跡が確認されている。この中で明確にカマドが付

設されていないものに S1 1073 1108など 5軒があるが竪穴住居に含めている。漆紙文書を出

土した S1 1125 1167や、床面に焼額の拡がりがある S1 1075 1167、竪穴部分と揖立柱建物

となってL、る S1 1114などがあり、これらは漆塗作業や何ら

使い方を推測させる。 S1 1114" 1148からはわj、勝JI宮 小勝」の墨書士器も出土した。

ことから、これらの年代は 9世紀後半であるが、

同時に存在したものではない。 SK 939 @ 955 1109土坑、 SXl1l8 1119~ 1l 22その飽の遺構

ヴハ
I V 
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もこの年代である。政庁E期、外郭線B期に相当する。

[E期〕

掘立柱建物が増加する時期で、 6棟が確認される。東西§南北方向の披塀が伴い、それに区

画された中に 5棟の建物が並ぶ。建物には、東西棟で桁行 5問、禁行 2間で間仕切りのある S

BI082A~C や、南北棟で桁行 3 問、梁行 2 間の S B 1071などがある。

板塀外にも 3期にわたる SB941A、BLB 2がある。板塀に 3期、建物に 5期の造営があ

るものがあり、これらには最大 5期の変遷が考えられる。

年代は10世紀前半~中葉頃で、政庁のm~lV期、外郭綾の C期に相当する。 SK11 l1舎 1154

" 1164 • 1165 • 1176などの土坑群も、この時期に含まれる。

[F期3

調査区東方に桁行、梁行ともに l開のSB 1177掘立柱建物、西方に南北棟桁行 3閥、梁行 2

聞の SB10日掘立柱建物が建てられる。南北方向の SD984板塀が伴い、年代は10世紀中葉~

後半頃と考えられ、おおよそ政庁V期、外郭線D期に{立置付けられる。

r一、/、。υ一一
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第 G章第106次調査

電気探査による払田柵跡内の河川跡調査

秋田大学鉱山学部 谷忠部

(註 1) 

昨年度は電気探査の垂直および水平探査を用いて河川敷分布の概略を報告した。本年度の調

査では、昨年度の領域も含めて電気探査の垂直探査を行った。調査の目的は探査範囲内の河川

敷の分布および最終段階の河川跡を推定することにある。

2鍾

調査は平成 7年10月下旬から11月中旬にかけて行った。用いた手法は等間隔四極法あるいは

ウェンナ一法と呼ばれる電気探査の手法で、地面に四本の電極を等間隔に打ち込み、南端の電

撞に電流を流し、内側の二本の電撞で電圧を測定する。四本の電極間痛を少しづっ大きくしな

がら測定を行う。解析を行うことによって地表の浅い部分から深い部分までの比抵抗構造を知

ることができる。測定点における地下の垂霞方向の構造が得られることから垂直探査と呼ばれ

ている口電極間隔は普通aという文字で示し、単位はメートルである。実際には a=0.1， 0.12， 

0.14， 0.18， . . . . ， 10， 12のように狭い電極間隔から広い電極間隔まで30通りに変化させて測定を

行った。地表の浅い部分の状態をできるだけ正確に知るために、 a=0.1から1.2の測定時には

塩ピのパイプに釦を打ち付けたものを用意し、これを地面に差し込んで測定を行った。

3 .測定および解析

第58図に測定点を示す。黒丸で示した点が本年度に測定した電気探査@垂直探査の測定点で

264点ある。昨年度に測定した92点の垂直探査データも総合して合計356点で、解析を行った。実

際の測定例を第59図に示す。この図は樹点148の場合で黒丸が実測値である。横軸は電極間隔

a (m)縦軸は測定した電圧と流し込んだ電流から抵抗R (オーム)を求め、 2πaRによっ

て得られる見かけ比抵抗の値(オーム@メートル)をプロットしである。比抵抗は物質固有の

値であり、今の場合測定電極間[痛における平均的な値を示しており、地下構造を求めるための

基礎データである。観測値を実現するモデルJま種々存在するため一意的には定まらない。しか

し、特定の層の北抵抗を知ってし、ればそれだけ現実に近い推定モデルを得ることが可能となる。

長森北方の第103次調査の発掘現場で粘土層の比抵抗を測定し、 30オーム a メートルの績を得

ている。モデ、Jl/構造を求める場合、この値を粘土層の比抵抗と考え、理論計算を行った。上記

-81 
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長森

第時国 電気探査;Jl.lJ点{立霞~

の手法を用いて求めたモデル構造が第59図の下部に示してある。柱状図を90度回転させた形で

地下構造が示されており、右側が深度の深くなる方向である。すべての測定点で実誤iJ{i査を再現

するモデル構造を求める。

42河;I 

地表をゼロメートルとし、 どのように変化するかを示したものが第60留である。

一一 Qつ一-U 山



第106次調査第 6章

300 

100 

70 

50 

7 

5 

10 

30 

(εBq)
梶
山
相
試
合
十
一
期
眠

3 

10 5 

回
β

電樺間隔 (m)
0.5 0.1 

90 Q-m 

測点148の測定結果とモデル構造
黒丸は実測値@実線は下部に示したモデルの理論値である。

30 50 

第問題

Om 

N 

(J 20m 
」一一一」

185 350 353 354 355 344 345 

S 

Om 

比抵抗断面酪

Q'2 一一、3にJ

第鉛[gJ



払問柵跡調査事務所年報1995

第61閤 河川敷および最終段階河川推定経路

この図は探査範囲内のほぼ中央を南北に走っている道路から東に約70メートルの位置での南北

方向の地下構造を表している。左側が南、右側が北である。特に色を分けて表示してある30オー

ム e メートルの部分に注目する。この麗は粘土麗あるいは背灰色シルト層に対応していると

えられる。河川敷は地山である粘土層を削り込んでいると考えられ、粘土層の上面が0.5-----0.7

メートんから急激に下がる部分を探す。この条件に合う部合はmU点番号343と342、352と351、

184と501の間である。南北方向、東西方向で同様の操作を繰り返し、河川敷の範囲の推定を行
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第 6章 106次調査

った結果が第61図である。河川!の流れは大きく二つあり、政庁跡付近で合流し、一つになって

いることが特徴である。政庁前に湧き水があるが、何らかの関係があるのかもしれない。昨年

度の概報では広い河川敷を推定したが、分解能が悪く、二つの河川敷を分離できなかったため

と思われる。本年度の追加測定では測点数も増え、推定精度は高まっているものと考えられる。
{註 2) 

この河川敷分布はハンドボーリングによる地山粘土分布の結果とよし

5.最終段鶴湾)1I 

最終段階の河川は地山粘土層の上部の砂質土の上にあると予想できる。おそらく粘土質の物

質が含まれているため比抵抗は低くなると思われる。砂質士との関係で地山の粘土層の比抵抗

よりは高いが、周囲と比較すれば低めの比抵抗を示す部分が最終段階河川の候補である。地表

から 1メートル前後までの範囲で比抵抗が60オーム@メートルよりも低い部分を探すO こ

件に合致する測点は第60図では354、353である。このような推定をすべての測線に対して行い、

流路を推定したものを第61閣に点線で示す。東側で流路が二つに別れているが、流路が問時に

二つあったのか、流路が変化して移動したのかの区別は今回の測定からは区別できなかった。

註 l 秋由県教育委員会'秋田県教育庁払田柵跡調査事務所 f払回柵跡調査事務所年報1994 払田柵跡

一第98~101次調査概要』 秋田県文化財調査報告書第258集 1995 (平成 7)年

註2 秋田県教育委員会 a秋田県教育庁払田柵跡調査事務所司『払回柵跡調査事務所年報1990 払田柵跡

…第84~87次調査概要J 秋田県文化財調査報告書第216集 1991 (平成 3)年

氏日
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第 7章調査成果の普及と関連活動

i 現地説明会の開催

平成?年10月14日

第103次..105次調査について

2 語団体主催行事への協力活動

政庁跡や発掘調査現場などにおいて、六郷町立六郷東根小学校、湯沢市中央公民館講座「ゆ

ざわ歴史散歩Jの会、本荘市文化財保護協会、秋田県総合教育センター「遺跡探訪」研修講座

など各種毘体主催の郷土学習会、 どに対し、払田櫛跡の説明を行った。

3 払出端跡環場整鵠審議会への出席

第 I回 平成 7年 7月18日

第 2田 平成 8年 2月27"28日

4 顧問会議の開催

第41田 平成 7年10月 9日

第42回 平成 8年 2月 7日

5 報告

克玉 準「払田有!日跡-第103" 105次調査の概要一JW第22回古代城村lIf官街遺跡検討会資料』

平成 8年 3月 2G 3日 場所:新潟市万代市民会館

児玉 準「払田柵跡(第103'"'--'106次調査)JW秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』

平成 8年 3月 9e 10日 場所:大館市立中央公民館
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図版5 Ml03次調査
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1 外郭紙偽材列と溝(東から)

2 肉 上(南から)
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l 滑土局断面〈笥から) 白〈見えるのが火山灰

2 同 上(南策から) 自く 見えるのが火山灰
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図版8 第l04~i理盆
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S I967・1147(街西から}

‘dτ，... .. 圃-『 戸.

4同#
" 

ナ
、

4
1
 

、
内

・~て

， 

2 S [1148 (北から)



(
d
a
f旬
品
目
)
h
F
2
-
V
向

的

，

a
玄白

H
m
e、.

(
《
町
長
短
)
骨
三
己
的

v 

• ' 

出
相
認
M
再

'" o 

話量

ご
盟
国



図版12第105次調査
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図版14 ml05次調査
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図版16 第105次Z司王E
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図版17 第105次識変
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図版19 第103・104次調査 遺 物(1 ) 
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図版20 ~I04次調査 遺 物(2 ) 
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図版21 第104・105次調査 遺 物(3)
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図版22 第1051*調査 遺物(4)
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図版23 ~高l05~~目安 遺 物(5) 
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図版24 第105次調査 遺 物(6)
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図版25 第105次調査 遺 物(7)
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図版26 第105次調査 遺 物(8)
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函版27 第105次裁査 遺 物(9)
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図版28 第105次調倉 遺 物(10)
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